
現代 ア ラ ビア語 の動 詞"完 了形"と そ の複 合形 の機 能の違 いにつ いて

近藤智子

i 研究の目的

 ア ラビア語 には完 了相 ・過去 時制 を表す"完 了形(略 号P)"に 対 し、 そ の 前に補 助

動 詞や 副詞 を前置 した複 合形k蚌aP, qadP, k蚣aqadPが ある。 これ ら4つ の形

式 は、過去 時 制表示(PとqadPに つ いて は さ らに現在 完 了時制 表示)に お いて一見 重

複 して いる。 またQadPとk蚣aqadPに お いて は、 付帯 状況描 写 とい う機能 上 の重

複 が み られ る。 これ らの形 式 間の違 い は曖昧 で 、複 合形 はあ る時 制や機 能 を形 式的

に明 示す る と考 え られ てき た にす ぎな い。 本稿 で はk蚣aやqadの 機 能 、及 び これ ら

の形 式が テ クス トで現 れ る位 置 を も とに、 これ らの形式 間の違 いや 複合 形 によ る意

味 ・機 能 の明示 の条 件 を考察 す る。 また 、qadPとk蚣aPは 出現環 境 にめだ った 偏

りが あるが 、そ の理 由を頻 出/稀 出環境 の構造 と機 能 か ら検 討 し、 形式 の意 味 ・機

能 の分 析 に利用 す る。最 終的 に、4形 式間 の機 能 の対 立が 、文 で はな くテ クス トで

明 らかで あ り、複合 形 を含 めた動 詞 の体 系が 、本 質的 に はテ クス ト機 能1}に 関わ る

もの であ る ことを示 す。

 本 稿で対 象 とす るの は、"現 代(標 準)ア ラビア語2)"ま た は"書 き言 葉"と 呼 ばれ て

いる ものだ が、 テ レ ビ ・ラジオ放 送や演 説 な ど公 的な場 面 で話 され た り、異 なる方

言(口 語)を 用 いる 人々が 会話 をす る場 合 に用 い られ る。従 って デー タ は主 に本 か ら

得 た が、対 比的 な分 析 に適 した例 が無 い場 合 は母 語話者 によ った3)。 母語 話者 によ

る適格/不 適 格 の判 断の結 果 は、 集 め たデ ー タ の統 計 的事実 と合 致 した が、そ の 中

には時 間副詞 節や 関 係節へ のqad Pの 稀 出 な ど、 これ まで ほ とん ど記 述 ・検 討 され

て い ない現 象が見 られた 。 これ らは既 に解 明 され て いる諸現 象 を くみ あわせ て本 稿

で 説 明 して い るが、別 々に記 述 されて きた 現象 を新 た な側面 か ら関連 づ け る ことで、

よ り有機 的 な文法 体 系の記 述 が可 能で あ る。

2.現 代 ア ラ ビア語 の動詞 体 系

 形の上か らみると、動詞体系は基本形 と基本形に補助動詞や副詞をくみあわせた

複合形に分けることができる。

 基 本形 に は"完 了形(略 号P)"と"未 完 了形(略 号IP)"の2つ が あ る。 基 本形 が表 す

意 味は相 と時 制が くみ あわ さった もので 、 い わ ゆる古典 ア ラ ビア語 では 、Pは 「完

了相 ・相対 的過 去時 制」 、IPは そ れ以 外 の 「完 了相 ・相 対 的非過 去 時制」 または 「未

完 了相 ・過去/非 過去 時 制」 を表す(Comrie l976:80)。 歴 史的 に みる と、基 本形 の

表す意 味 は相が 本 質的 であ るが 、現 代で ぱ 書 き言葉"と"口 語"の 両 方 にお いて、 動

詞体 系が相 か ら時 制 の体 系 に移行 して いる くHoles 1994:177)。 現 代 ア ラビア語 の
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時 制 は 主 節 で 絶 対 時 制(Comrie 1985:63 fn.7)で あ り 、 筆 者 の 分 析 で は 、 Pは 「完

了 相 ・過 去 時 制1、 IPは 「未 完 了 相 ・現 在 時 制 ユ ま た は 「完 了 相 ・未 来 的 用 法 の 現 在

時 制4)」 を 表 す 。 ま たPは 、 現 在 時 を 示 す 時 間 副 詞 等 の 文 脈 に よ つ て 「現 在 完 了 」

の 解 釈 も 可 能 で あ る が 、 こ れ は 完 了 相 と 完 了(perfect)の 構 造 が 類 似 し て い る た め

で あ る5》 。

(1)kataba  ris虱a al‐'蚣a.

 書く3単男P  手紙を    今        (彼はたった今手紙を書いた。)

 複 合 形 に 用 い ら れ る 補 助 動 詞 はk蚣a(P)/yak血nu(IP)"lit.to exist"で 、 基 本 形P

ま た はIPの 前 に 置 か れ 、 人 称 ・性 ・数 に よ り 変 化 す る(本 稿 例 文 で は 補 と 表 示)。 k蚣a

は 過 去 を 示 し 、yak�uは 副 詞sawfa/sa一 と く み あ わ さ つ て 未 来 を 示 す 。

 複 合 形 に 用 い ら れ る 副 詞 はsaﾘfa/sa一 とqadで あ る 。 sawfa"lit.in the end"はIP

の 前 に 置 か れ 未 来 を 示 す 。sa― はsawfaが 短 縮 さ れ た も の で 動 詞 に 接 頭 し て 表 記 さ れ

る 。qadはPの 前 に 置 か れ て 「現 在 完 了 」 や 「強 調 」 を 表 し 、 IPの 前 に 置 か れ た 場 合

は 「蓋 然 性(推 量)」 を 表 す 。

 複 合 形の形 成 は補助 動 詞 と副詞 を繰 り返 して用 い る。例 え ば、[副 詞+動 詞]のqad

Pに 対 し[補 助 動 詞+副 詞+動 詞1のk蚣aqadPが あ り、 さ らに[副 詞+補 助動 詞+副 詞+

動詞]のsa―yak佖u qad Pが あ る。 単 に これ らの要 素 を繰 り返 す ので はな く、そ の順

序 に規則 性が あ るが 、 これ は §7で 検討 す る。基本 形 と複合 形 の体 系 は付 録 を参 照

され た い。

 と ころで 、複 合形 につ いて二点 、本 稿 の立 場 を説 明 して お く。 まず 、本稿 で は副

詞 を くみ あわせ た形 式 を時制 形 と して扱 っ て いる。時 間副 詞 の役割 が時 間指 示 上重

要 で ある とは いえ 、副詞 を時 制形 の一 部 とみ なす ことに は疑 義 が あるか もしれ ない。

しか し、時 制 を表す 方法 は通 言語 的 にみ る と動詞 に限 らな い し、sawfa/sa-やqadは

次 の点 か ら他 の時間 副詞 と明確 に区別 され 、 しか も動 詞 と緊密 な結 びつ き を もつ の

で 、 これ らを時 制形 の一部 と して扱 う。

 まず形 態 ・統 語 的な根 拠 として 、 一般 の 時 間副詞 の位 置 は、 主題 にな る場合 を除

き動詞 よ り後 にな るのが 普通 で あ る。 一方sawfa/sa― やqadは 、常 に動詞 の直 前 に位

置 す る6>。 ま たsawfaは 短縮 され てsa― とな り、表 記上 動詞 の接 頭辞(拘 束 形態 素)と

なる 。sawfaやqadも 、単 独で は現 れず 位置 が固定 され て いる 点で 、拘束 形態 素 と 同

じで あ る。

 次 に 意 味 的 な 根 拠 と し て は 、 一 般 の 時 間 副 詞(例al-'ana"今")と 異 な り、 固 有 の

指 示 的 な 意 味(sawfa→"最 後に",qad→"た った今,既ゼ)を 表 す の で は な く 、 よ り 一 般 的 な 意

味(sawfa→ 未 来, qad→ 完 了)を 表 す 。 し か も こ れ ら の 意 味 は 動 詞 か ら 離 れ 単 独 で は

現 れ な い 。 未 来 時 制 の 完 了 相(正 し く はsa―yak佖u P)に*sa-Pが 用 い ら れ な い の は 、

saだ け で は 未 来 時 制 を 表 せ な い か ら で あ る 。 sa一 は 動 詞yak佖uと 結 び つ い て 初 め て
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未来 時制 を表す 。 またqadの 複合 によ り表 され る 「現在 完 了」や 「強調/蓋 然性 」 は

Pと は 異な る時 制 と法性 を表 してい るが、 これ は動詞 の文 法範 畴(時 制 ・相 ・法 性)の

うち の2つ で ある。従 つて 、qadが 動詞 の 文法 範 疇 に関 与す る度 合 いは強 い7)。

 補助動 詞 を付加 した場合 の複合 形で は、 主語 が 、補助 動詞 と基本形(ま た は副 詞+

基 本形)の 間に位 置す る(例k蛆aSqadP)。 ひ とま とま りとして扱 うべ き時制 形 が

形の上 で主語 によ り分 断 され るた め、補 助動 詞 を伴 う形 式 を複 合時制 形 とみな さな

い立場 が ある(Cantarino 19741:7D。 しか し、本 稿 では この 形式 も複合 形 と して

扱 う。そ の根 拠 は 、 この形 式 は複 文か ら派 生 した ため主 語が 間 に位置す るが、補 助

動詞 と基 本形 との意 味的 な結 びっ きが 強 く、 ひ とま とま りとみ なせ るた めで ある 。

 複 文[P、S、 wa QadP2 S2J(x、:主 節要 奈, S:主 語, wa:等 位 接続 詞, X2:従 属節 要

素)に お いて 、P、→ 補助 動 詞k蚣a, S1=S、, wa→ φによ って複合 形[k蚣aSqadP]が

形成 され る。主 語 が 同一 にな り接続 詞が 消去 され る ことで主節 と従 属節 の結 びつ き

が強 くな る。 そ の結果 、複 文 の主 節 を否 定 した 場合 、否 定の 範 囲は主 節[P、S、]ま

た は複 文 全体[P、S、waqadP、S,]に 及 ぶが 、 複合 形の 否定 は複 合形 全体[k蚣aS

qad Plに 及 ぶ。 また主語 位 置 は固定 的で はな く、補助 動詞 に先 行 した り基本 形の 後

に位 置 した りす る 場合 もあ り、複 合 形構成 素 の形 式上 の不連 続 は 、機 能 上 これ を複

合形 として扱 う こ とを妨 げな い。

 本 稿で は過去 を示 す4つ の完 了相形 式P,qadP, k蚣aP, k蚣aqadPを 対象 に、

時間指 示 ・機 能 上 の重複 と出現環 境 の偏 りを も とに検討 す る。 §3で はP,k蚣aP,

k蚣aqadPの 違 い を検 討 し、 §4で はqadPとk蚌aqadPの 機能 の違 い をみ る。次

の §5と6で は 、Pとqad Pを それ ぞれ 文 レベル とテク ス トレベル で検 討す る。 §7

は複 合 形形成 の規 則 を扱 う。

3.P, k蚣aP, k疣aqadPの 意 味 ・機 能 の 違 い

 時制 と時制 形 が1対1に 対応 しな いのは 通言 語 的 にみ られ る現 象だ が 、ア ラ ビア

語 で も形式 間で 時間指 示 上 の重複 が ある。 本稿 で は、形 の違 い は意味 の違 い を示す

とい う立 場か ら、 複合 形 の意 味 は構成 的(compositional)で あ る と仮 定 して検 討 を

すす めて い く。 また、 関係 節 は相対 時制 の 場合 が あるの で主 節 と別 に検 討す る 。

3.1.主 節 のP,k蚌aP, k蛆aqadP

 次 の 例 に み る よ う に 、Pの ほ かk蚣aP(例(2)), k蚌aqadP(例(3))も 過 去 時 制 を

表 し て い る と 解 釈 で き 、 こ れ ら の 違 い は 一 見 曖 昧 で あ る 。

(2)kuntu axra7tu h疂3� al-kit畸 wa- an� x�'if....

補1単P  出蔵する1単P これを  定 -本を    そして 私は  恐れて

(わたしはこの本を恐る恐る出版した・一 。H:序文)
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(3)k血nat mガida faT血r ⊆- Gayr ba?id ?an a丑―n盍r.

補3単女P テーブルが  朝食の       置く3単女P受 ～ない  遠い    ～から 定― 火

(朝食のテーブルは火から遠くないところに置かれてWた。QM:22)

 本 稿 の デ ー タ を み る と 、k蚌aPは 主 節 以 外 で も 全 般 的 に 使 用 頻 度 が 低 い が 、 用 い

ら れ て い る 例 は1・2人 称 の 場 合 が 多 く(例(2))、 文 脈 か ら 『過 去 』8>よ り 古 いr前

過 去 』 に 対 応 す る 時 制 を 表 し て い る こ と が わ か る 。

(2')a1-muqaddima al―ﾘ蚣iya  kuntu axralto h直6五 al-kit蘆 wa- an� x�'if....

定 一序文    定 一第2   補1単P 出版する1単Pこ れを 定 一本を  そして 私は 恐れて

(魎 丘文 私はこの本を(継 量)恐る恐る出版した..。。H:序文)

(2')で は 、 第 二 版 出 版 時 を 基 準 に そ れ よ り 前 の 第 一 版 出 版 時 の 事 象 を 表 し て い る 。

k蚣aPがr前 過 去 』 の 事 象 を 表 す こ と は 次 の テ ク ス トの 例 で よ り 明 ら か で あ る 。 過

去 の 出 来 事 は 通 常 、Pを 用 い て 生 起 し た 順 に 述 べ る が 、 そ の 順 序 に 反 し て よ り 古 い

出 来 事 を 後 か ら 述 べ る 場 合 はk蛆aPが 用 い ら れ る 。

(4)イタリアの女優、ソフィア。ロー1/ンは先週ソマリアのべドハの町を訪問した(P、)。・一 ソフィアはそこで見た事すべてに深い悲しみを示し(P2)、

こう語った(P3)。 … 彼女はべドハを訪問した後ナイロビに戻り(P4)、 ・一 。ローレンはソマリアへ出発する前に、ジュネーブの空港で新聞に次のよう

に語ってWた(k蚣aP、)。[W:85] P、〈P、 〈P3〈P、, 文 脈 か らk蚌aP,〈P、

 従 つて この場 合 、k蚌aPは テ クス トの 冒頭 以 外 に現 われ る。複 合形k蚣aPの 意 味

は構成 的(compositional)で 、過去 時 制 を表 すk疣aと 、 k蚣aに 相対 的 な過去 時制 と

完 了相 を表 すPが 複 合 され て 、大過去 時 制 の完 了相 を表 す 。

 と ころが(2')の 例 はテ クス ト冒頭 の 文で あ る。従 って(2')のk蚣aPの 使用 に は、

(4)の 場合 と異 なる要 因が あ る と考 えね ばな らない。 デー タ によ る と、テ クス トや

章 の 冒頭 にk蚣aPが 現 れ るの は1・2人 称 の場合 で ある。 これ は 、Pだ けの場 合1・

2人 称 の直示 的 な意 味が影 響 して 、 Pが 「現 在完 了」 に解釈 され る可能性 が あ るの

で 、k蚣aの 付 加 によ って過去 時 制 を明示 した もの と考 え られ る。 この場 合意 味 の複

合 にお いて 、k蚣aが 過去 時 制 を表 し、 Pで は完 了相 の意 味 が優勢 で ある。

 さ ら に 、(2')で は"第 二 序 文,'と い う 題 と 内 容 か ら 『前 過 去 』 の 事 象 で あ る こ と が

明 ら か で あ っ た が 、 次 の 場 合 は 『前 過 去 』 の 事 象 か ど う か 、 少 し 曖 昧 で あ る 。

(5)...hal kunta I薊aZta anna    al-gir蚌 ta?aTTala ?

   疑問詞 補2単男P 気づく2単男P ～ということを 定 一汽車が   動かない3単男P

  ([夜中におきた殺人のアリバイ尋問で1(「午前2時頃部屋を出ました。1) 「汽車が止まっているのに気づきましたか?1J:73)

殺 人の あつた 時刻 は不 明で 、他 に 『前過去 』の基準 とな る 『過去 』の事象 が文 脈 上

は っき りしな いの で 、午 前2時 に部屋 を出た のが 『前過 去 』の事 象 とは いいが た い

面が あ る。む しろ こ こでは 直示的 な2人 称 によ る 「現 在 完 了」 の解釈"汽輔止まっているのに

気づいていますか?"で はな く、過去 時 制 の解 釈"その瀦 車が止まっているのに気づきましたか?"を 明示す るた め 、

k蚣aを 付加 した と考 え られ る。 この場 合 の意 味の構成 は、 k蚣aが 過去 時制 を示 し、
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pが 完 了相 を表 して いる。

 他 にk蚣aPがr過 去 』の事 象 を表 す のは条 件 文 の場合 であ る。 条件 文 にお いてP

は過去 時制 を示 さな いので 、 『過去 』の事象 はk疣aを 付加 して 表す 。全 般 的に 出現

頻度 の低 いk蚌aPが 条 件文 に頻 出す るのは このた めで ある。

(6)1aw i itahada, la-na'aHa.

 もし  努力する3単男P  強調 成功する3単男P    (もし彼が努力すれば、成功するだろうに。)

(6')law -, 1a―k蚣a  naJaHa.

  もし  補3単男P 努力する3単男P  強調 補3単男P 成功する3単男P (もし彼が努力したら、成功しただろうに。)

 k洫aPを 用 い る場合 の時 間 副詞 な ど文 脈 の役 割 は、 例(1)の 場 合 と正 反対 で あ る。

(1)の 時 間副詞 は、Pが 「現 在 完 了」 に解 釈 され る のを助 け るが 、 (2')や(4)の 場合、

r過 去 』 を示 す文 脈や 時 間副 詞 は、Pが 過去 時 制 を表す よ うにそ の解釈 を助 ける の

で はな く、 これ らの時 間副 詞 の示す 「時 」 に一致 した形 式k蚣aPが 用 い られ る。

 次 にk疣a qad Pを 検 討 す る 。 こ の 形 もk蚌isが 複 合 さ れ て い る の で 『前 過 去 』 の 事

象 を 表 す と 予 想 さ れ る が 、k蚣aPと の 相 違 点 を 検 討 し な け れ ば な ら な い 。 母 語 話 者

に よ る と 、k瀟aPは 単 文 で は や や 不 自 然 に 聞 こ え る こ と が あ る が 、 時 を 表 す 表 現 を

伴 う と 不 自 然 さ が 消 え る 。 一 方k蚣aqadPで は 、 時 を 表 す 表 現 の 有 無 に 関 わ ら ず 不

自 然 さ は 感 じ ら れ な い 。

(7)°k蚣畧 arsala /°k蚣a gad arsala ris虱a ilag‐h�.

補3単男P 送る3単男P                 手紙を    ～へ  一彼女    (彼は手紙を彼女に送った。)

           °k蚣�  arsala/°k蚣a gad arsala  ris虱a ilag‐h�.

～の時に  訪れる1単P 家を  ―彼の   補3単男P 送る3単男P                  手羝を    ～ヘ  ー彼女

(私が彼の家を訪れた時、彼は彼女に手紙を出した。)

(7')の 時 間 副 詞 節 は 、 先 程 のk蚌aPの 考 察 か ら 『前 過 去 』 を 示 す も の と 解 さ れ る 。

な ぜk蚣aqadPで は 『前 過 去 』 を 表 す 時 間 副 詞 が 不 要 な の か 、 こ の 例 か ら は 判 断 し

が た い の で 、k蚣aQadPの 用 い ら れ て い る 他 の 例 を み る 。

(8)k蚣at qad tazawwajat kaelran.

 補3単女P     結婚する3単女P   多く      (彼女は何度も結婚したことがあった/何度も結婚していた,R:146)

(8)で 表 され て い る過 去 の経験/状 態 は 「過 去完 了」 の用 法で あ る。 qad Pは 「現在

完 了」 を表す の で 、k洫aと 複 合 してk蚣aqadPが 「過去 完 了」 だ と考 え られ る。 し

か しqadPの 検 討 が まだ な ので、 構造 か ら 「過 去完 了」 で ある ことを以下 で示 す 。

 k蚌aqadPが 複文 に 由来す る ことは §2で 述 べ た。 この複 文 は付帯 状況(H�1)節

で、主 節で示 された事 物 の付 帯状 況 を動 詞や 分 詞 、名詞 な どで表 す。 特 に動 詞 の場

合 、一 定 の形 式 が あ り、"完 了形"を 用 い る場合 で は(9)の よ うな構 造 とな る。H�1節

の動 詞P、の示 す 出来事 時 は主 節動 詞P、の出来 事 時 に先行す る ことが多 い。

(9) [Pl S1 (wa) qad P2 S21   "S2 having P2―en, S、 P1"
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S、は主節主 語,S2はH�1節 主 語で あ る。た いて い の場合 、 H�1節 主語 は主節 の 主語 か

目的語 と同一 なの で表示 しない。 waは 等 位接続 詞 で、主 節 主語 とH�1節 主語 が異 な

る場合 は省 略 でき ない。(9)に お いてP、が 過去 を示す 動詞k蚣aで 、 S、=Szと な った結

果 、接続 詞waが 消 えて[k蛆a S、 qad P2]が 生成 され る。 そ の意 味は"having P2-en,

S、was."で 、 「あ る事 物(S、)に ある事 象が 生起 した(P、)後 の、過去 のあ る時 点 にお

けるそ の事 物(S、)の 存 在(状 態)」 を表 し、 「過去 完 了」 の時 間的 な意 味 に一 致 す る。

「過 去完 了」 はr前 過 去 』 に生 じた出来 事 を 『過 去 』の視 点 か らみ るので、 『過 去』

にお ける結 果 状態 も表 す。従 つて(3)で 過去 時制 と解釈 され る し、(7)で はr前 過 去』

時 を示す時 間 副詞 節 を必要 としな い。

 「過去完 了」 は過 去 の結果 状態 を表す が、 本稿 のデ ータ をみ る とk蚣aqadPは 場

所 の移 動 を表す 動詞 に多 く用 い られ 、そ の結果 状態 を含 意す る。 例 え ば、6ahaba
"行く"

,j�'a"来 る", waSala"着 く", G蘚ara"去 る", waqa?a"瀦 る", waDa?a"置 ぐ な どが

ある 。n疥a"寝 入る/眠っている"のよ うな 動作 的 な意 味 と状 態的 な意 味 をあ わせ もつ動 詞 と

違 っ て、場所 の移 動 を表す 動 詞 の意味 は結 果状 態 を直接 表 さな い。 この ときk疣a

qad Pに よ って 、過去 にお け る結果 状態(お おむ ね不在 や 存在)が 推 論 され る(例 送

って しまっ た→ もはや手元 には無 い,置 いた→ 在 る)。

 k蚌aqadPは 、 「完 了」 特有 の意 味 に加 えr前 過去 』の事 象 も表せ るので 、単 に

r前 過去 』の 出来 事 を表す 「大 過去 時 制」 のk蛆aPの 代用 と して 使われ る。 そ の結

果 、k五naqadPの 出現 頻度 はk蚣aPに 比べ圧 倒 的 に高 く、k瀟aPは 全般 的 に出現 頻

度 が きわ め て低 い。k蛆aPの 使 用 は個 人差が 大 き く、非 文 法 的 と判 断す る母 語話 者

もい る。k蚣aPが 使 われて い るテ クス トはニ ュー スや歴 史 記述 な ど、 出来 事 間 の前

後 関係 を重 視 し、 結果 状態 よ りも出来 事 自体 を述 べ る性 質 の もの であ る。k疣a qad

Pは 、語 りの テ クス トで中心 的 出来事 を語 る前 の情 景描 写 な ど、 過去 の状 態 を表す

ことが多 い。

3.2.関 係 節 のP,k蚣aP, k直naqadP

 最初 にア ラビア語 の関係 節 の構造 を説明 して お く。ア ラビア語 の 関係節 は主 節 に

後 続 し、主節 の先 行 詞 を関係節 中に代 名詞 で再 掲す る。 さ らに、 先行詞 が 限定 名詞

の 場合 のみ 関係代 名 詞(人 称 ・性 ・数 に よ り変 化)を 用 いる 。先行 詞 が非 限定 の場 合 は

関 係代名 詞 を用 いず 、関係 節 をそ の まま主節 に後 続 させ る。 自由関係節 の 関係 代名

詞 は、man(人 間)ま たはm�(人 間以外)を 用 いる。 関係節 の制限 的/非 制 限的用 法 は形

式 上表 されず 、文 脈 によ りどち らか に解 釈 され る9>。

 主 節が 過去 時制 で 、関係 節が 主節 よ り古 い過去 の事 象 を表す 場合 、P, k蚣aP,

k蚣aqadPが 用 い られ る。
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(10)akmala   al-?arral allad amarat -hu bi-hi.

完了する3単男P 定 ―仕事を   関代    命じる3単女P一彼に ～を―それ

(彼は、彼女が命じた仕事を終えた。)

(11)asdara   al-kutub allatﾌ k蚌a  napa⊥a一h�  min al―faransiyya.

  出版する3単男P 定 -本を 複  関代     補3単男P 訳す3単男P一それを ～から フランス語

  (彼はフランス語から訳した本を出版した。)

(12)ibta?ada min al-n蚌 allati k蚣at Har蚌a-h� gad waSalat flay-hi.

  遠ざかる3単男P ～から 定 一火   関代     補3単女P 熱が    一その     達する3単女P ～へ  一彼

  (=彼 はその熱が自分のもとへ達した火から遠ざかった。→ 彼は火から遠ざかったが、その熱は彼のもとまで達していた。A:28)

 こ れ ら の 時 間 指 示 上 の 重 複 は 、 主 節 の 場 合 と 同 様 に 説 明 で き る 。 ま ずk蚣aPは 、

時 間 副 詞 や 前 後 の 文 脈 に よ っ てr前 過 去 』 の 事 象 と い う こ と が 明 ら か な 場 合 に 用 い

ら れ る 。 例(11)の 先 行 文 脈 は 次 の と お り で あ る 。

(11')aSdara   al-kutub apati k蚌a  nagala-h�  min al-faransiyya.

出版する3単男P 定 一本を 複  関代     補3単男P 訳す3単男P一それを ～から フランス語

([パリで数年間研究に従事した後ロンドンに戻h,]彼は、 [パリにいた時に]フランス語から訳した本を[ロンドンで1出版した。)

 ま た 、 関 係 節 の 動 詞 の 人 称 が1・2人 称 で あ る こ と に よ る 「現 在 完 了 」 の 解 釈 を

防 ぐ た め 、k疣aPが 用 い ら れ る の も 主 節 の 場 合 と 同 じ で あ る 。

(13)zidtu  ?aIay-hi  ziy裔蚯 fi urn蚌 φ   okuntu nasitu-h� /△nasltu ―h�.

加える1単P ～上に  一それの 追加を 複   ～に 事柄 複 関代   補1単P  忘れる1単P一それを  忘れる1単P ―それを

(私は(第一版で)忘れていた事柄をそれ(=第二版)に付け加えた。H:序文)

(13)は 関係 節 の事象 が 『前過 去 』時 また は 『過去 』時 の もの で ある こと を示 さな け

れば 、 「私 が忘れ た」 こ とと 「私 が忘 れた ことを付 け加 えた」 こ とが ほぼ 同時 に解

釈で き、論理 的 に不 自然 で ある。

 本 稿 の デ ー タ で は 自 由 関 係 節 にk蚣aPが 多 く み られ る 。 こ れ は 自 由 関 係 節 のPは

時 制 よ り 相 の 意 味 が 優 勢 に な る の で 、 過 去 時 制 をk疣aの 付 加 に よ っ て 表 す た め で あ

る と 考 え ら れ る 。

(14)m� var蛻麌u al'蚣a huora m� °k蚣a ra'�/ra'蛻麌u sabla an yaTruga al-ras蚶

関代 見る3単男IP―それを 今  それは  関代  補3単男P見る3単男P  一それを 前に  ～ことの 撃つ3単男IPs 定一弾を

(彼が今見ているものは,銃を撃っ前に彼が見塵ものである。HM:62)

(14)の2っ の 自由関係 節 にお いて、現 在 の行 為 はIPで 表 して いるが 、過去 の行 為 に

はPで は な くk蚌aPを 用 い て いる。母 語話 者 もPは 可能 で あるが 、k蛆aPの 方が よ り

適格 で ある と判 断 した 。未 完 了相 ・現 在時 制 の基本 形IPに 対立 す る のは完 了相 ・過去

時制 を表す 基本 形Pの はず であ るが 、k蚣aPが 適格 とい うこ とは、Pが 過去 時制 を 明

示 して いな い ことにな る。 これ は 自由関係 節 がそ の本質 上、 あ る時点 で起 った特 定

の出来 事 一即 ちそ の事象 を時間軸 上 に位置 付 け る時制 ― を表 す よ りも、名詞 に置 き
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か え ら れ る よ う な 不 特 定 の 内 容 を 表 す た め で あ る 。

例m薊adaBa"生 ずるもの"→ 咄 来事", m蚓aD五"過 ぎるもの"→"過 去"

 また主節 の場 合 と 同様 に 、 (11')の 文脈や(14)の 時 間 副詞節 「銃 を撃 つ前 」 は、

Pが 過去 時 制 を表 す と解釈 され るよ う補 助す る ので はな く、 時 間 副詞節 な どの示 す

「時」 に一致 した形 式k疣aPを 要 求す る。

 k蚌aqadPの 場 合 は 、 表 す 事 象 が 『前 過 去 』 時 の も の で あ る こ と を 明 示 す る と と

も に 、 『過 去 』 時 の 状 態 を 表 す 。 通 常 、 主 節 で 表 さ れ る 『過 去 』 の 事 象 が 、 関 係 節

のr前 過 去 』 の 事 象 の 基 準 と な る 。 そ れ で 場 合 に よ っ て は 関 係 節 の 事 象 の 結 果 が 主

節 の 事 象 に 深 く 関 連 す る 。

(15)=(12)ibta?ada min al-n蚌 allad °k疣at Har蚌a-h� gad waSalat  ilag-hi.

遠ざかる3単男P ～から 定―火    関代     補3単女P 熱が    ―その     到達する3単女P ～ヘ  ー彼

(伽 火から遠ざかったが、その熱瞰 のもとまで達していた.A:28)[結 果 状 態]

(15)で は 、 火 の 熱 が 彼 の も と ま で 達 し 、 そ の 結 果 熱 く て た ま ら な い の で 火 か ら 遠 ざ

か っ た と い う こ と を 含 意 す る 。 た だ し 関 係 節 の 事 象 の 結 果 が 、 主 節 の 事 象 が 生 起 す

る と き に 残 つ て い る か ど う か は 語 彙 ア ス ペ ク トや 文 脈 に よ る の で 、 常 に 結 果 が 残 っ

て い る と は 限 ら な い 。

(13')zidtu  ?alay-hi  ziy蘚蚯 fi um侔 ﾘ   kuntu gad nasitu-h�.

  加える1単P～ 上に 一それの 追加を 複 ～に 事柄 複 関代 補1単P   忘れる1単P一それを

  (私は(第一版で)忘れていた事柄をそれ(=第二版)に付け加えた,H:序文)

(13')の よ う に 、 (13)の 関 係 節 の 動 詞 形 式 をk蚣aqadPと す る こ と も 可 能 で あ る 。

結 果 が 残 っ て い る と す る と 、 「忘 れ て し ま っ て い る 」 状 態 で あ り な が ら 、 そ れ を 付

け 加 え た こ と に な り 論 理 的 に 矛 盾 す る 。

 ま た 、 「過 去 完 了 」 形 のk蛆aqadPに は 「経 験 」 の 用 法 も あ る 。

(16)Talabtu qiT?a m�iqiy ﾘ k蚣a gad?azafa-h� fi Hafla al-yawm al-s蘆iq,

望む1単P   部分を   音楽の    関代 補3単男P   演奏する3単男P.それを～で パーティー 定 一日   定一前の

(私は、彼が先日のパーティーで演奏したことのある曲を所望した。CA:64)

 以 上 は 関 係 節 にk蛆aの 複 合 し た 形 式 を 用 い た 場 合 で あ る 。 し か し 、 例(10)で 示 し

た よ う に 、 主 節 よ り 古 い 過 去 の 事 象 はPで 表 す こ と も で き る 。 す る と 、 関 係 節 のPは

主 節 に 相 対 的 な 過 去 に 解 釈 さ れ る が 、 次 の よ う に 、 そ う で な い 場 合 も み ら れ る 。

(17)taHaddaﾘtu ma?a j蚌-y  alla緤 z蚌a    amirik� ba?da yawmayn.

話す1単P      ～と   隣入 一私の 関代     訪れる3単男P アメリカを   後で    日の 双

(私は、二日後アメリカに行った(E2)隣 人と話をした(E、)→ 私は隣人と話をしたが、その人は二日篌アメリカへ行った。) E、〈E2

 (10)と(17)を 矛 盾せず に説 明 しよ う とすれ ば、関係 節 の時 制 は常 に絶対 時 制 であ

り、 主節 との時 間 的な関 係 は文脈 か ら解 釈 され る と考 え られ る。そ れで 、文脈 か ら

(1o)の 場合 は主 節時 よ り古 い過去 の事象 、(17)の 場合 は主 節時 以降 に起 こつた過 去
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の事 象 と解釈 され る。

 し か し 、 こ の 考 え は2つ 問 題 点 が あ る 。 ひ と つ は(17)の よ う な 解 釈 は 少 な く 、 一

般 的 に 、 関 係 節 のPは 主 節 に 相 対 的 な 過 去 時 制 と 解 釈 さ れ る こ と で あ る 。 母 語 話 者

が(17)を 聴 い た と き 、 即 座 に 意 味 を と る こ と が で き な か つ た 。 そ し てmin Hadiﾘ一y

"私のﾘﾘら"を 文 末 に 加 え た 方 が 容 易 に 解 釈 で き る と コ メ ン ト し た
。 も う ひ と つ は 、 自

由 関 係 節 の 場 合 以 外 に も 、 関 係 節 が 過 去 時 制 を 表 わ さ な い 場 合 が あ る こ と で あ る 。

(18)k蚣at al-aS7蚌 tuxaSxiSu fi al-Saw灑i? allati Ga i a -h�  ai-Zal疥.

補3単女P 定 一木が 複  騒めく3単女IP  ～で 定 ―大通り 複   関代     覆う3単男P 一それを 定― 暗闇が

(暗闇のおりた大通hで、木々 がざわざわ音をたてていた,Q:125)

「暗 闇が お りた」 の は 「木 々 が音 をたて て いた」 以 前 と解釈 され るが、 「暗 闇が お

りた 」 のが過去 の あ る特 定 時(即 ち過 去時 制)の 出来事 とは感 じ られ な い。関係 節 の

pの 意 味 に対立す るの は、IP(yaGs�)に よ つて"鞭 が次第に齣ていく大通ザ という意 味 を表 す 未

完 了相 で ある。 関係 節 で動詞 の基 本形 が時 制 を表 さな いで相 を 表す ことは、関 係 節

が分詞 ―即 ち時 制 を表 さな い形式 ―を用 いて書 き替 え がで きる ことか ら も明 らか で

あ る。

(19)li-1ajl alla緤 幽 旦   $ikru-hu

  ～の為に    関代     先行する3単男P 言及が  一その

=(19')li-'ajl a1一 曲    6ikru―hu

～の為に    定 一先行する単男分詞 言及が  一その

 関係節でPが 時制を示さないのは、関係節の形容詞的機能による。

過去の出来事 を表すのではな く、先行詞 を修飾す る単なる形容詞に置きかえられ る

場合、 関係節のPの 時問的な解釈は、関係節 に最 も関係の深い文脈である主節に基

づ く。

 従 って、関 係節 のPは 主 節 に相 対 的 に解 釈 され る場 合 と、 絶 対時 制 の場合 が ある。

主節 に基 づ いて解 釈 され る場合 、(18)の よ う に形 容詞 的な機 能 が強 く完 了相 として

解釈 で きる ものか ら、(10)の よ うに出来事 と して 相対 的過去 時 制 と解 釈 でき る もの

まで様 々で ある。

 ど う い う 場 合 に 関 係 節 のPが 絶 対 時 制 で 、 主 節 よ り も 後 の 出 来 事 を 表 す の か 。 主

節 よ り 相 対 的 に 未 来 の 事 象 は 通 常sa-IPを 用 い て 表 す 。

(17')taHaddaθtu ma?a j蚌―y  alla6i sa‐vaz侔u   amirik� ba?da yawmayn.

  話す1単P     ～と   隣人 一私の 関代    未来一訪れる3単男IP アメリカを   後で    日の 双

  (私は、二日篌アメリカに行く隣人と話をした)

しか しsa-IPの 代 わ りにPを 用 い る と、表 す事 象 が事 実で あ り、主節 の事 象時 で はな

く、話 者 の発 話 時点 を基準 に して い る。 そ して 、例 えば 関係節 の事 象が 、主 節 の事

象 が生起 した時 点で は全 く予想 され な いよ うな場 合 に用 い られ る。

[完 了形 を用 いた 関係 節]

(先に言及したものの為に)

【分 詞]

(例 は 、Beeston l970:95に よ る)

          関 係 節 が あ る
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(20)fa- tazawwaja bi-S蘆ba ﾘ  la?兊at bi-m�1-hi.

そこで 結婚する3単男P  ～と一若い娘   関代 遊ぶ3単女P  ～で一お金 一彼の

(そこで彼は若い娘と結婚したが、彼女は彼のお金で遊び暮らした。H:37)

(20)は 「彼 のお金 で 遊び暮 ら した娘 と結 婚 した」 ので は ない 。 これ は自叙伝 の 一節

で 、作者 の 目を通 して物語 全体 が語 られ て いる。 しか も、結婚 した男 は結婚 す る と

き 、妻 とな る女性 が 浪費家 とは知 らなか った で あろ う。関 係節 のPの 代わ りにsa-IP

を用 いる と、彼 のお 金で遊 び暮 らす で あ ろう こ とが結 婚時 点で わ か って いた よ うに

響 く。 これ は次 の例 と比較 す る と明 らか で ある。

(20')fa‐ tazawwaja bi‐S蘆ba ﾘ  sa‐ta?Tiy   la‐hu sa?蘚a .

そこで 結婚する3単男P  ～と―若4a娘   関代 未来一与える3単女IP ～に-彼  幸福を

(そこで彼は自分を幸せにしてくれるであろう若い娘と結婚した。)

4.付 帯 状 況(H�1)節 のqadPとk蚣aqadP

 過 去 の 出 来 事 を 表 す 文 の 付 帯 状 況 は 、qadPま た はk蚣aqadPに よ っ て 表 さ れ 、

両 形 式 間 で 機 能 上 の 重 複 が み ら れ る 。 両 者 の 違 い はk蚣aの 有 無 に よ る 、 時 間 に 関 し

た も の で あ る こ と が 予 想 さ れ る 。 実 際 、 デ ー タ を み る とqad Pは 主 節 に 対 し 先 行 ・

同 時 ・後 続 の 時 間 関 係 を 示 す が 、k蛆aqadPは 常 に 主 節 に 時 間 的 に 先 行 し た 内 容 で

あ る 。 し か も 、qadPは 事 象 を 動 的 に 、 k瀟aqadPは 結 果 状 態 的 に 表 す 。

(21)G蘚ara al―qarya wa―gad Tala?a al-qamar. [先 行/ほ ぼ 同 時 ・動 的1

出発する3単男P 定 一村を    そして     昇る3単男P 定 一月が

(月が昇ったので/月が昇った時、彼は村を出発した。)

(21')G蘚ara al―qarya wa-k蚣a qad Tala?a al-qamar. [先 行 ・結 果 状 態 的]

  出発する3単男P 定 一村を    そして 補3単男P    昇る3単男P 定 一月が

  (月が昇ってしまっていたので、彼は村を出発した。)

 次 の 例 はqadPが 主 節 に 時 間 的 に 後 続 す る 場 合 で あ る 。 k蚣aqadPを 用 い る こ と

は で き な い 。

(22)sayy灑a-y  ta?aTTalat faゴatan wa― Qad taraktu/'kuntu aad taraktu

 車が     ―私の 故障する3単女P   突然      そして     させる1単P   補1単P

s�'iq―h痒鵫蚰ilu iS1薊 al-xalal bi―h�.  [後 続 ・動 的]

運転手に ―その 試す3単男IP  修理を   定 ―故障の   ～に―それ  (私の車が突然故障した。それで運転手に故障を修理させた,R:1D

 さ ら に 、 qadPは 主 節 と 内 容 上 関 連 性 が 強 い が 、 k蚣aqadPは 主 節 の 出 来 事 と そ

れ ほ ど 関 連 性 が 強 く な い 。

(23)asra?a istiqb�1-h�. k蚣at aad balaGat/*gad balaGat al-Bal蕋ina min

急ぐ3単男P 迎えることを  一彼女を 補3単女P     達する3単女P             定 ―30      ～の
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?umr-h�  aw akﾘar qalilan, wa- gad tai3akkara-h�  fat� mumtali'a  Hay�.

年令  ―彼女の 又は より多い  少し      そして     思い出す 3単男P一彼女を 娘として 満ちている     生命が

 (彼は急いで彼女を迎えた。彼女は30才過ぎになってNた。彼は、生き生きした少女だった彼女を思い出した,R:169)

最初 の文 の 「彼 が彼 女 を迎 えた」 行為 は、 3番 目の文 のqadPに よる 「彼 が少女 時

代の彼 女 を思 い出 した」行 為 と直 接結 びっ くが 、2番 目の文 のk蚣aqadPで 表 され

た 「彼女 が30才 過 ぎにな って いた」 事 象 自体 は、最初 の 文の 内容 か ら独 立 して い る。

これ は(23)の 主語 の違 い(彼/彼 女)に も反映 して い る10}。

 k蚣aqadPが 先 行 文 か ら 時 間 的 に 離 れ 内 容 的 関 連 性 が 弱 い こ と か ら 、 こ の 形 式 に

ょ っ て 、 話 者 の 関 心 が 先 行 文 の 事 象 か ら別 の も の へ 移 動 す る の を 表 す こ と が で き る 。

次 の 例 で は 、H�1節 にk蚣a qad Pが 用 い ら れ 主 語riqq-hu"伽 唾"が 明 示 さ れ て い る が 、

母 語 話 者 の 判 断 に よ る と 、 (内 容 か ら は 状 態 を 表 すk蚣aqadPが よ り 適 格 で あ る が)

も しqad Pを 用 い る な ら 主 語rigg-hu"伽 唾"を 明 示 し な い の が 普 通 で あ る 。

(24)axa綢 yabHaﾘu ?an 翌i軽q一益韮 wa―°k蚣a  fiqq一 盗極 血 」ffa /wa-△gad gaffa.

始める3単男P 探す3単男IP～を 唾   ―彼の そして 補3単男P 唾は  一彼の     乾く3単男P        乾く3単男P

(彼は唾を探り始めたが、唾は乾いていた。Q二18)

先行文 に現 われ たriqq-hi"伽 唾(属格形)"は、 H�1節 で主 語 と してk蚌aとqad jaffaの 間

に再掲 され て いる。qadPの 場合 なぜ主 語 を再 掲 しな いのか 、なぜk蚌aqadPよ り

も先行 文 の内容 と関連 が 強 いのか は §6.2で 検 討す る。 k疣a qad Pの 主語 はk蚣a

とqadPの 間 に位 置す るが 、 動 詞 の前 の位 置 はVSO語 順 の ア ラビア語 では主 題位

置 であ る。k蚣aは 語彙 的 な意 味 を もたな い ので 、そ の後 に続 く主語 がH�1節 にお い

て第 一 の重要 な情 報 とな り、(24)で 話 者 の関心 は彼 の動 作か ら彼 の唾 に移 る。(25)

は主 語以 外の主 題 の例 で ある。

補3単女P 床は  定― 部屋の       洗う3単女P受 そして ～上に 定 ―テーブルの  補3単男P   広げる3単男P受 覆恥が

(部屋の床は洗われていたし、テーブルの上にはカバーが広げられていた,QM:72)

後の文の主題 は修飾語であ り、話者の視線は場所か ら場所 に移動 している。

5.文 レベル に お けるPとqadPの 意味 ・機能 の違 い

 qadは 過去 を近接 化す る機 能 と強 調の機 能 を もつ。 従 つて完 了相 ・過去 時 制 を示

すPに 複 合 して 「現 在完 了」 や 「過去 の事 象 の強調 」 を表す が 、 実 際 にはそ の どち

らで もない場 合が あ り、qadPとPの 違 いが曖 昧 にな る。 また逆 にPが 現在完 了 を表

す場 合 、 qad Pは 現 在完 了を形 式的 に明示 して いる といえ るが 、明示 す る際 の必 要

条件 は これ まで示 され て こなか った。 さ らにqad Pは 、そ の出現 環境 に顕著 な偏 り

がみ られ るがそ の説 明 もな され て いな い。 本節 で は まずqadの 機能 に関す る先行研

究 を概 観 し、そ の後qad Pの 頻 出/稀 出をそ の環 境 の構造 と機能 か ら分析 して 、そ こ
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か らPと の 違 いを検 討す る。

5.1.qadの 機 能 に関す る先 行研 究 と問題 点

 qadの 機 能 に つ い て 、 伝 統 文 法 で は 「過 去 の 近 接 化 」 と 「強 調 」 の2つ を 挙 げ て

い る(Wright l8982:4)。 現 代 の 研 究 も 基 本 的 に 同 じ で 、 伝 統 文 法 の 「過 去 の 近 接

化 」 に 対 応 し た 「現 在 完 了 」(McCarus 1976, Holes 1994な ど 多 数)と 、 「強 調 」 に

対 応 し たfepistemic modalのemphatic mode」(Nishio l988,本 質 的 に 同 様 の 主 張

と し てDahl&Talmoudi l979)が あ る 。 以 下 で は2つ の 機 能 を 「現 在 完 了 」 と 「em―

phatic mode」 と し て 論 を 進 め る 。

 qadの 機 能 と し て 挙 げ た 「現 在 完 了 」 と 「emphatic mode」 は 、 伝 統 文 法 の 記 述 で

は 相 補 的 で あ り 、 一 方 だ け でqadの 機 能 の す べ て を 説 明 で き な い 。 「現 在 完 了 」 の

現 れ 方 は 言 語 に よ っ て 時 制 寄 り の も の か ら 語 用 論 的 な も の ま で 様 々 で あ る が 、 例 え

ば 英 語 で は 、 過 去 を 示 す 時 間 副 詞 と の 共 起 制 限 か ら 「Extended Now」 と 定 義 し た り、

事 象 が 生 じ た 過 去 の 特 定 時 を 指 す も の で は な い の で 、 「lndefinite Past」 と 定 義

し て い る 。 qad PはPに 比 べ 時 間 副 詞 類 を 伴 わ な い こ と が 多 い 点 でlndefinite Past

ら し さ を み せ る 。

(26)i?taQadtu anna    al-iS蘆a gad afQadat-h�  al一矣kira.

思う1単P    ～ということを 定一 事件が      奪う3単女P ―彼女に 定 一思い出を

(私i�,その事件が彼女から思い出を奪ったと思った。R:111)

(26')i?taqadtu anna   -ki   a?arti  bi-xawf Hina ra'avti al-SGra.

  思う1単P     ～ということを―貴女が  感じる2単女P  ～を一恐怖   ～の時に 見る2単女P  定 -絵 を

  (私は、貴女がその絵を見た時、恐怖を感じたのだと思った。R:174)

 ま たqad Pは 、 動 詞 句 の 語 彙 的 な 意 味 に 応 じ て 「現 在 完 了 」 の 用 法 で あ る 近 接 過

去 ・結 果 ・経 験 の 解 釈11)が で き る 。 こ れ ら の 用 法 をPで 表 す 場 合 は 、 現 在 時 を 示 す

文 脈 が 必 要 で あ る 。 次 の 例 は 経 験 を 表 すqadPとPで あ る 。

(27)*ra'�   /△9―ad ra'―�12》/o⊥a二 aQ d r―a_� al―asad.

  見る3単男P             強調        定 ―ライオンを  (彼はライオンを見たことがある。)

(27')ra'�   al‐asad   min gab⊥ 旦.

  見る3単男P 定 一ライオンを  ～から 前に      (彼は以前ライオンを見た。→ 彼はライオンを見たことがある,)

 し か し 、qad Pは 次 の 例 の よ う に 特 定 の 過 去 時 を 指 す 時 間 副 詞 と 共 起 す る の で 、

Indefinite PastとExtended Nowの 両 方 に 反 す る 。 こ の 場 合 、 も う 一 つ の 「emphat―

ic mode」 の 機 能 と し て 解 釈 す る こ と が で き る 。

(28)gad kataba al-kit蘆 fi sana 1993/amsi.

   書く3単男P定 ―本を  ～に 年     昨日

(彼はその本を1993年 に/昨日書いた。)
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 と こ ろ で 、Beeston(1970:76)やDahl&Talmoudi(ibid.:58)はqad Pが 時 制 を 表

さ な い と 考 え 、 次 の よ う にqadPを 過 去 に も 現 在 に も 解 釈 で き る と し て い る 。

(29)gad Sabbat el-maTaro.(Dah1&Talmoudi ibid.:例(18))

    降る3単女P  定 ―雨が      "It is/was raining."

し か し 筆 者 が 母 語 話 者 に 確 認 し た と こ ろ 、(29)を"lt rained."と 訳 し"lt is rain一

董ng."に はIPを 用 い た 。 qad Pが 過 去 時 制 を 示 す 例 は 他 に も あ る 。

(30)gad k蚌a     al-malik ?蘚i1.

    ～である3単男P 定 一王は    公正な      (王は公正だった,/*王 は公正である。)

 従 っ てqad Pは あ くまで 過去 に生 じた事 象 に基 づ くが 、 過去 の近接化 の機 能 に よ

りそ の結 果状態 を現在 に結 びっ けるた め、現 在 の事 象 と解 釈 され る にす ぎな い。 ま

た 出来 事 の結果 が 現在 時で 存在 す る とい う ことは、qadPの 形式 の意 味 に含 まれ て

いな い。 結果 が存 在す る か否 か は文脈 によ って 決定 され るの で ある。

(31)gad aGraga  al-$ubb虧, wa- al-'蚣a inna-hu  maft�.

    閉める3単男P 定 一窓を     そして 今      (強調)一それは 開いて

 (彼は窓を閉めたが、今それは開いている。) cf.*He has shut the window and now it's onen.

英 語 の 現 在 完 了 を 基 準 に す る と 、 (31)のqadPは 「現 在 完 了 」 を 表 し て い な い と

考 え ら れ る 。 そ う す る とremphatic mode」 の 機 能 が 考 え ら れ る が 、 一 旦 あ る 事 象

を 強 調 し た 陳 述 に そ れ を 取 り消 す 内 容 が 後 続 す る の は 、 強 調 の 効 果 に 反 す る よ う に

感 じ ら れ る が 、qad Pに よ る 強 調 は 伝 統 文 法 で 次 の よ う に 説 明 さ れ て い る 。 rqadに

よ る 強 調 は 、 不 確 か に 思 わ れ て い た 事 が 実 際 に 起 こ っ た 場 合 や 、 な ん ら か の 予 想 や

状 況 に 応 じ て 、 ま た は そ れ に 反 し て あ る 事 が 生 じ た 場 合 に 用 い られ る 」(Wright

l896:286例(32),(33)もWrightに よ る)

(32)kuntu arjuw  majiy'-hu fa- gad 9�'a.

 補1単P  望む1単IP 来る事を  一彼の すると    来る3単男P  (彼が来ればと思っていたら、彼が来た。)

(33)k蚣a     s虱im SaHiH, fa‐ gad m蚯a.

  ～である3単男P 健やかな  健康な    すると     死ぬ3単男P   (彼はとても元気だったが亡くなった,)

 qadは あ る 特 定 の 語 句 や 陳 述 を 単 に 強 調 す る の で は な く 、 疑 い や 不 確 か さ な ど 、

あ る 状 況 を 伴 う も の で あ る 。 従 っ て 、 強 い 主 張 の 表 現 が あ つ て も 必 ずqadを 用 い る

と は 限 ら な い 。

(34)疚k疆a  al-d虔liy mil anna al-Hariq bada'a ?indam� ilta?alat al-nir蚣.

断言する3単男P デイリー・メイルが    ～を   定 一火事が   始まる3単男P ～の時に   燃える3単女P   定 ―火が 複

(デイリー・メイルはその火事は[ランプから]火が吹き出した時に始まったと断言している。W:83)

 Qadの 機 能 につ いて法 性 に基づ く分 析立 場 を明確 に したNishioは 、 qadの 機能 は命

題 の確 実 さに疑 いや 不確 か さが予 想 され る場合 、 話者 が十 分 な証拠 に よって ユ3)そ

れ を保 証す る もの であ る(ibid.:323)と 述 べ て いる。 この説 明 は会話 な ど対人 性 の
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強 い も の に は 有 効 だ が 、 そ れ 以 外 の 対 人 性 の 低 い 状 況 で は 、 疑 い や 証 拠 が 存 在 す る

か ど う か 、 か な り 曖 昧 で あ る 。 次 の 例 は 百 科 事 典 の 記 事 で あ る 。

(35)buriyat  al―k血fa sana l7 1i―hijra, wa― 山 亘   ―h�  ab� waqq藉...

 建てる3単女P受 クーファは   年      ～に―ヒジュラ暦  そして     建てる3単男P一それを アブー・ワッカースが

wa‐ gad summiyat al‐k曻a li‐istid蚌‐h�....

そして    呼ぶ3単女P受  クーファと  ～で-円形    一その

  ([イラクの邸市の建設1(クーファ:)クーファの都市はヒジュラ暦17年に建てられた。アブー・ワッカースが(2代圓カリフ、ウマル・プン。ハッタ

ーブの命により)それを建てた。その丸い形(と人 の々集まり)からクーファと呼ばれた。1:123)

文 脈 か ら 、 百 科 事 典 の 著 者 が 読 者 が 都 市 の 建 設 年 に は 疑 い を も た ず 、 そ の 建 設 者 や

都 市 の 名 の い わ れ に は 疑 い を も っ と 予 想 し てqadを 用 い た と は 考 え に く い 。 ま た 過

去 の 事 象 な の で 「現 在 完 了 」 の 解 釈 も 不 可 能 で あ る 。

 ま た 確 実 さ を 保 証 す る 性 質 か ら 、 通 常qad Pは 肯 定 平 叙 文 で 用 い ら れ る が 、 疑 問

文 や 推 量 表 現 に 現 れ る 場 合 が あ る14)。

(36)m裙� ?as蛛]hu gad ra'� ?

何を   おそらく―彼に     見る3単男P

([ある男の自殺理由を、一緒にいた友入達は見当がっかないと語る、ある人物が「自殺してしまうような何かを二階から見たからだ亅と推理する。それ

を聞いた友人達が言う] r彼は何を見たのだろうか?1R:24)

(36)で は 、 友 人 達 が 「彼 が 何 か を 見 た 」 事 に 対 し 十 分 な 証 拠 が な く 半 信 半 疑 で あ る

に も 関 わ らずqadが 現 れ て い る 。 も ち ろ ん 過 去 の 出 来 事 な の で 「現 在 完 了 」 の 解 釈

は で き な い 。(37)は 推 量 表 現 の 例 で あ る 。

(37)la?alla al‐z蚌i? aad aaSada  min al‐Gir蚶 an yaj?ala  s侔.

おそらく    定 ―農夫は      企てる3単男P ～から 定 ―木 複   ～を 造る3単男IPs 塀を

([家の周囲に植わっているいろいろな木を見て1おそらく農夫はそれらの木で塀を造ろうとしたようだ。Q:30)

この例 は 「現 在完 了」 の解 釈が 可能 か も しれな いが 、十 分な 証拠 に基 づ く主 張 で あ

るremphatic mode」 の機能 と推 量 表現 とは矛盾 す る。

 以 上、qad Pの 機 能 につ いて 「現在 完 了」 で も 「emphatic mode」 で も説 明で きな

い ものが あ る こと を示 した 。先行 研 究で は 、相補 的 と され た2つ の機 能の共 通 点 の

考 察 や両者 を包含 す る機 能 を設定 す る試 み はな され て いな い。

5.2.文 レ ベ ル のqadPの 分 布 状 況

qadPの 頻 出/稀 出す る主 な環境 を次 に挙 げ る。

[1]頻 出す る環境

[心理 ・知覚/伝 達動 詞 の補文l

          su'8n miSr Qad taGavvarat.

思う3単男P   ～ということを 事情が 複 エジプトの    変化する 3単女P
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    (彼はエジプトの諸事情は変わってしまったと思った。)

そ の 他 の 心 理/伝 達 動 詞 の 例?arafa,?alima"知 る", fahima"理 解 す る", allassa

"感 じ る"
,ra'�"見 る",xuyyila, bad�"思 わ れ る", g虱a,δakara"言 う"な ど

[提 示 的 な 語 と 共 に]

(39)f蕭a'at   ―hu a藍一hazza 嚢・窪;1;・・『.、 _ qad faraGa/*faraGa min ?add  a1-alf.

   突然である3単女P ―彼に 定 一震えが   ほら! 彼は       終える3単男P        ～を  数えること 定 一千を

   ([彼 が金を数えている時}突然彼は震えた。ほら! 彼は(ちょうど)千を数え整えた。CA:14)

[i皿aに 導 か れ る 節1

(40)na?am, �;:i�i�;-ka  aad  aHsanta  i lay-ya f i-m� maD�.

はい     (強意)一貴男は     善くする2単男P ～に  一私  ～に―関代 過ぎる3単男P

(そうだ、貴男は昔私に善くしてくれた。S:190)

[amm蛛`fa/waに よ る 主 題 の 転 換 ・ 提 示]

(41)蓋 無蠱登.;ﾘa-qad inqaD�  kull Say' fa- sa-ufDiy    bi―sirr.

今や          過ぎる3単男P 全てが  ことの  それで 未来-知らせる1単IP ～を一秘密

(今や全てが終わったので、懿密を虜かそう。S:200)

(42)義 笹殖裹『『  『 …・『f::衰一qad waqaftu  ?a1五 IDIIXtaSir t蚌ﾌ% al-yaman.

   さて/ところで          止まる1単P   ～上に  要約の      歴史の   イエメンの

   (さて、私はイエメンの歴史を要約した。T:9)

(43)wa- Qad faqadti al―6董kray蚯 wa一 毎無窪雌……『『an�    qad aSbaHtu f l HalI

   そして    失う2単女P  定 一思い出 複   そして ～に関して 私は  すると    なる1単P   ～に 解放

min al-Samt.

～から 定 ―沈黙   (あなたは思い出を失い、私は沈黙から自由になった。Q:199)

[原 因 を 表 す 接 続 詞faと 共 にJ

(44)laysa min sabil il� tabdil a1―qadr,      al1乕 qad xalaqa   al-n蚶

   ない    ～に  方法    ～へ  変更     定 一運命の   というのは 神は        創造する3単男P 定 ―人々 を

?al� m� nar�  一hum.

～上に  関代 見る1複IP― 彼等を     (運命を変える方法は全く無い,というのは神が人間をこのようにお造hになったからだ。)

[付 加 説 明]

(45)...wa―      .i   ..』韮a― aad k蚌a     fahd  Oaqil al-Zil1.

      そして ～上に   これの  すると    ～である3単男P ファフドは 我慢できない

    (一 ・その上、ファフドは我慢できなレ、ぐらい嫌な男だった。CA:13)

[譲 歩 に 続 く 帰 結]

(46)...wa― .『 『『….『・『li・i.. 羹.. 『i 』 qad aHdaOa anS蘚-h� ta'01ran―

      そして ～にも拘らず それ    すると    創る3単男P 詩を 複 ―その 印象的に

(一 ・それにも拘らず、彼は印象的な詩を儲った。)
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ba?du fi al■8疣iya ?a∫ara min sinn-hi, 1a-幽 旦

  強意一譲歩 ～である3単男P まだ    ～に 定 一2     10    ～の  年   ー彼の  強意    ある3単男P

la-hu  ?aZama  al-rⅸ.

～に―彼 偉大さが  定 一魂の   (彼はまだ12歳 だったが、素晴らしい魂の持ち主だつた。S:334)

[条 件 文 の 帰 結 部]

(48)耋 葎蠱 G蘆a   al-∫araf ?an al一'adab, 耋a― gad G蘆a   ku1置 Say'.

もし  消える3単男P 定 一尊厳が   ～から 定 一文学    すると    消える3単男P 全てが  事の

(もし、文学から尊厳が無くなれば、あらゆることが無くなる。S:365)

[事 実 に 反 す る 条 件 文 の 前 提 部1

(49):1:eﾘ gad arsala  nafs-hn ma?a Tabi?a-h�, la-bak�.

もし     送る3単男P  自身を 一彼の ～と共に 自然    一その  強意 泣く3単男P

(もし自分の気持ちのおもむくままにしたなら、きっと彼は泣いただろう。AY:140)

[2]稀 出 の 環 境

[時 間 副 詞 節1

(50)Hina *q旦d―balaGat/ObalaGat ris虱a―hu ilay―h�, waqa?a  ihfij蚌,

～の時に     達する3単女P         伝言が   ―彼の ～ヘ  ー彼女に おこる3単男P 爆発が

(彼の伝言が彼女のもとに届いた時に爆発がおこつた。)

[関 係 節]

(51)akmala  al‐?amal aIla緤 �d amara  ‐hu/°amara‐hu al‐malik bi‐hi.

終える3単男P 定 ―仕事を   関代        命じる3単男P一彼に          定 -王が    ～を一それ

(彼は王が命L'た仕事を終えた。)

5.3.qad Pの 分 布 の 偏 り に 対 す る 説 明

 qadPが あ る環 境 に出現 しな い ことと、 頻 出す る こ と とは異 な る要 因に基 づ く。

出現 しな いの は文 レベル の統語 的 制約 に関与 す るが 、 頻 出す る のは、qadPの 頻 出

す る文 の表す 意 味が 、qad Pの 意 味 ・機能 に合致す る場 合 であ る。(そ して本 節 の最

後 で述べ る が、qad Pの 頻 出す る文 が表す 意 味は談 話的 な機 能 に関与 す る。)

 §5.1で 先行研 究 の問題 点 を あ げたが 、 先行研 究 の挙 げたqadPの 機能 は 、分 布

の偏 りの説 明 にお いて も十 分 な説 明 を与 え ない。 まず 「現 在完 了」 の機 能 は、H�1

節やlaw節 の機 能 に本来 関与 す る もので はな い。 (emphatic mode」 の機 能 の方 は、

Nishioが 談話 機能 と明言 して いる ので文脈 の考 慮が 必要 で あ り、 §5.2に 挙 げた

文 レベル の環 境 に あては めて、 そ の説明 の有効 性 を問 うこと は妥 当ではな い。 しか

し、ほ とん ど常 にqadPが 現 れ る場合 、 qadPが 現れ る文 以外 の 文脈 を考 慮す る必要

はないで あ ろ う。 そ の文 の中 に、Qad Pの 出現 に必 要な 文脈 が示 され て いるか ら、

常 にqad Pが 現 れ るのだ といえ る。そ のよ うな頻 出環 境 は、提 示 的な表現 やH�1節 、
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主題 の転 換な どであ る。 しか し、 これ らが 常 に 「emphatic mode」 で 表 されね ばな

らない必 然性 は ない 。 この よ うに 「現 在完 了」 や 「emphatic mode」 の機能 で は頻

出環 境 を説 明 しきれ ない 。 以 下で は 、稀 出環 境 と代 表的頻 出環境 のH�1節 との機 能

の類 似 か ら、QadPの 稀 出理 由を説 明す る。

5.3.1―qad Pの 稀 出 環 境 と 複 文 で のqad Pの 機 能

 qad Pは 時 間副 詞節や 関 係節 に現 れな い(Bahloul 1994:143, McCarus l976:25)

が 、そ の理 由は これ まで説 明 され て こなか つた。 「現 在完 了」 の機 能 で は関 係節 の

場合 を説 明で きな いが 、時 間副 詞 節 に対 して は 、過去 の特 定時 を表 さな いとい う性

質か ら説 明で き る。 remphatic mode」 機能 の場 合 は、関係 節 も時 間副 詞節 も陳述

の 中心 でな いか ら確実 さを主張 す る対象 にな らな い 、 従 ってqadPが 用 い られ な い

と考 え られ る。 しか し、陳 述 の中心 でな くて も聴者 側 に疑 いが あ り、話者 に十 分 な

証拠 が ある状況 も可能 なわ けで 、 なぜ一 貫 して時 間副 詞節 にqad Pが 用 い られ な い

のか 問題 であ る。

 そ こ で 、H�1節 の 構 造 と 機 能 か ら 説 明 を 試 み る 。 H�1節 に 使 わ れ る 動 詞"完 了 形"は

Pよ り もqad Pが 適 切 で あ る 。

(52)ra'�  al‐walad °gad Gasala/ °Gasala  yaday‐hi bi‐al‐S蘆佖.

見る3単男P 定 一少年が        洗う3単男P           手を 双 一彼の ～で―定 ―石鹸

(彼は、少年が両手を石鹸で洗ったのを見た。)

なぜqad Pが 適 切な のか 、 Nishioの 説 明 による と、 H�1節 で事 象 に関す る詳 しい情報

を聴者 に与 えそ の 内容 を確 認す るた めで ある(ibid―336:註21)。 しか し(52)に 確

認の必 要 を促 す 疑 いは感 じ られな いし、詳 しい情報 が重要 な ので 強調す るのな ら、

ある 陳述 に続 く関連 した 陳述 は全 て新 情報 で重 要で あ るか ら、qad Pの 使 用 され る

環 境 はH�1節 以外 に もほ とん ど無 限 に存 在す る。

 H�1節 は 形 式 的 に は 等 位 接 続 詞waに よ っ て 主 節 に 並 置 さ れ て い る が 、 意 味 的 に は

従 属 節 の 構 造 で あ る 。H�1節 と 主 節 と の 順 序 を 入 れ 替 え る こ と は で き な い し 、 H�1節

の 動 詞(句)が 主 節 で は 表 さ な い 種 類 の 相 を 示 す(McCarus 1976:25例37)。

(53)s乕adtu-hu yarkabu al-HiS蚣.

  見る1単P  一彼を のる3単男IP 定 -馬に      "I saw him エユ鯉 the horse."

動詞yarkabu"to ride"は 、主節 で表 わ さな い進行 相 をH�1節 で表 して いる。 これ は

H�1節 が 語彙や 形 式の意 味 を変化 させ る意 味構 造 を もって いる ためで あ る。 動 詞 句

の意 味 は、主 節で は語 彙 の意味 に形 式の もつ時 制 と相 の意 味が加 わ つた もの にな る。

H�1節 で は、そ の上 に さ らにH�1節 の構 造 の意味 が くみ あわ さっ て、(53)の よ うな現

象が お こる と考 え られ る15}。

主 節 の付 帯状 況 、理 由、譲 歩 な どを表すH�1節 の機能 は、 関係 節や 時間 副詞 節 の
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機 能 と 共 通 す る 。 関 係 節 が 主 節 に 対 し 専 ら 制 限 的 に 機 能 す る の に 対 し 、H�1節 は も

と も と 限 定(definite)さ れ た 事 物 に 付 加 的 に 機 能 す る も の で あ る と い う 違 い が あ る 。

し か し 実 際 は 、H�1節 が 不 特 定(no血 ―specific)の 事 物 に 用 い ら れ て 制 限 的 に 機 能 し

て い る と 解 釈 で き る 例 は 多 い16)。

(54)k蚣a yasTuru  ―hu  b董―1nisTara hiya waraqa samika 山 旦

 補3単男 練を引く3単男IP―それに ～で一定規      それは  紙     厚い        押しっける3単男P受

?alar‐h� xayT f i matr蚣 suTGr.

～上に  ―その 糸が   ～に 場所    線の 複

 (彼はそれに定規を使って線を引いていたが、その定規は行の位置に糸を押しっけた厚鶴である。H:3)

 Pも 非 限定 の先 行詞 の 関係節 に多 く見 られ るが、 次 の例 のよ うに先 行 文 と後 続 文

で 時制形 が 異な るた め、Pが 独 立 した文 の動詞 で はな く関係 節 の動詞 で ある ことが

容 易 にわ か る場合 な どに現 れや す い よ うにみ える。

(55)inna-hu yuqimu  fi manzil ﾘ   intaHara fi-hi Sadiq s蘆iq la-hu.

(強講)一彼は 住む3単男IP ～に 家     関代  自殺する3単男P ～に―それ 友人が   前の   ～の―彼

(彼は以前の友人が自殺した家に住んでいるのです。R:10)

 時間副 詞節 の接 続 詞 には2種 類 あ つて、 一方 は前置 詞 と関 係代 名詞m蛯ｪ 結 び つ い

た もので あ る(例?inda-m�"～ の時", sur?蚣a m�"～ するや否やn)の で 、関係 節 に準 じて説

明 でき る(他 方 の接続 詞 は名詞 の対 格 に 由来 す る もので 、 それ につ いて は §5.3.

2で 説 明す る)。 結論 として、H�1節 と関係 節 ・時間副 詞 節の 問 には次 のよ うな機 能

・構 造上 の対 応が あ り、qadは 複 文 にお いて 従属 節 を示す 標識 で ある といえ る。

鬻 贈 ① 騨 節]ll塑+RP)1P1, P2Qad P1

 ま たqad Pは 稀 に 関 係 節 に 現 わ れ 、 「結 果 状 態 」 や 「強 調 」 を 表 す 。

(56)lamm� k蚣a ixtil蘿 m� gad ?alimtum, xiftu an yaxruja al-amr ?an yad-y.

～の時に  ある3単男P 違いが   関代     知る2複男P    怖れる1単P～を 出る3単男IPs定 一事柄が ～から 手  一私の

(あなた方が知っていることに食違いがあったので、その件が私の手に負えなくなるのを鬆念した。K:38)

(57)ayna al-m蜥u alIa緤 血 旦―hu  ilay―ka ?

  どこに  定 一お金が 関代        送る1単P  ―それを ～に  一貴男

  ([確かにお金を送ったのに、受け取ったのを否定する相手に返還を要求して】私が貴男に確かに送ったあのお金はどこか?)

 従 って、 複 文のqadPは まず 従 属節 を示 す標 識で あ るが 、 既 に関 係代名 詞 が従 属

節 を示 して い る場合 は不 要 なので 関 係節 に現 れな い。 しか し関 係代名 詞 があ る に も

関 わ らず関 係節 にqad Pが 用 い られ ていれ ば 、 「現在 完 了」や 「emphatic mode」 の

機 能 を示 して いる。 時 間副詞 節 の場 合 も、接 続詞 が従 属節 を導 くのでqadは 用 い ら

れ な い。 しか も この場合 「現 在完 了」 の機 能 は、特 定時 を指 さな いので時 間副 詞 節

に現わ れな い し、 remphatic mode」 の機 能 も前述 の よ うに時 間副詞 節が 陳述 の 中

一18一



心でな いた め確実 さの主張 の対象 にな らず 、qadは 現れ な い。

5.3.2.qad Pの 頻 出 環 境 の 説 明

 上 の 結 果 はH�1節 と 意 味 構 造 が 類 似 す るanna/inna節 に 適 用 で き る 。 anna節 は 主 節

が 心 理/伝 達 動 詞 の 場 合 以 外 で も 用 い ら れ 、inna節 と 共 にQad Pが 特 に 頻 繁 に 現 れ る

環 境 で あ る ・

          al-taHadduB flay-h� Qad Galaba al-taHadduﾘ ?an -h�.

定 一新しい   ～ということが 定 一会話が     ～への 一彼女     優る3単男P 定 一会話に     関する―彼女に

(日毎に、彼女に話しかける方が彼女のことを話すことより多くなった。W:53)

 anna/innaは 本来 提示 機能 を もつ 。 共 にそ の直 後 に名詞 の対 格 を と り名詞 節 を導

く。元 々inna節 はinnaの 提 示機 能 によ り、意 味 的 に[inna NJ[qad PIと 解釈 され た。

[qad P]は 提示 され た名 詞Nに 関 して 情報 を付加 す る もので あ る。そ の後innaが 歴 史

的変化 によ り本 来 の提示 機 能 を失 う と、意 味 的な再 分 節が お こ り[inna][N qad P]

にな った(Bloch l986:128)。 anna節 につ いて も同様 に考 え られ る。

 さ ら に 、H�1節 で も こ の よ う な 意 味 の 再 分 節 が 考 え ら れ る 。 (9)で 示 し たH�1節 の

構 造 は 、 本 来 意 味 的 に[PiS、J wa[qadP、S、]と 区 切 ら れ る が 、P、 が 補 助 動 詞k疣a

の 場 合 、S、=s2,wa→ φ と な っ て[k蚣a S][qad P]が で き る 。 k疣aは 過 去 を 示 す 機 能

し か な い の で 、 意 味 上 再 分 節 さ れ[tr蚣a][S qad P]と な る 。

(59a) [inna N亅  [qad P]                         →[inna] [N qad P]

(59b) [P、  S1](wa) [qad P2 S2]→[k蚣a S] [qad P]  →[k疣a] [S qad P]

 (59a)で 動詞 に先行す る主題 名詞 は、多 くの場 合主 語な のでN=Sと な る。 innaの 直

後 の名詞 は対 格 なの で、innaは 動 詞の よ うな振舞 いをす るよ う にみ え る。動詞 的 で

語彙 的 な意 味を持 た ない と い う点 で(59b)のk蚣aと 類似 す る。 これ らの構造 を機 能

か らみ る と、動 詞 に先行 す る主 題名 詞(topic)を 持つ ので 、 主 題一評 言 文のamm蛛`fa

構造(頻 出環境(43))と も類 似 して いる。

 と こ ろ で 、Pもinna/anna節, amm焉`fa構 造 に 多 く み ら れ る 。 qad Pと の 違 い は 、 P

が よ り 出 来 事 的 で 、 出 来 事 の 単 な る 陳 述 を 表 す の に 対 し 、qadPは 状 態 的 で 、 出 来

事 の 単 な る 報 告 を 越 え た 話 者 の 視 点 や 判 断 を 表 す こ と で あ る 。

(60)a無 拍毒  ixwa -hu 葦a- aGrag� f i DaHk, wa― 農洫組荘  umm―hu 萋i琶一 a―'ha at bi一

 ～に関して 兄弟は 複―彼の すると 沈む3複男P ～に 笑N    そして ～に関して 母は -彼 の すると 泣く3単女P  ～で一

al-buk�', wa― &血無盛  ab勛麌u f:�:- qj廴1―a .。,。

定―泣くこと   そして ～に関して 父は ―彼の すると 言う3単男P

(彼の兄弟は大知 し、伽 母は濺 流し、彼の父は言った… 。AY:19)   [出 来 事 の 列 挙}

   a陰n亘   al―sulT蚣 血    δ盍ta layla wa- muni?a   al―nawm.

語る3単男P受 ～ということが 定 ―スルタンは  不眠である3単男P ある   夜    そして 妨げる3単男P受 定 ―眠りが
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(伝えられるところによると、スルタン肪 る皰 醐 えて眠れなかった,)     [伝 聞]

       �      nasiya/*gad nasiya h裙� kull‐hu.

否定  留まる3単男IPj  ～ということが 忘れる3単男P           これを  全てを ―その

(=彼がこのことを全て忘れたということは、長くかからなかった,→ まもなく彼はこのことを全て忘れた。AY:38)

(62)のanはannaと 同 じ く 名 詞 節 を 導 く 接 続 詞 で 、 両 者 の 違 い は や や 曖 昧 だ が 、 anna

と 異 な り判 断 な ど 心 理 作 用 の 意 味 に 関 わ ら な い 動 詞 や 名 詞 句 と 共 に 用 い ら れ る こ と

が あ る17}(例lam yasbiq an～"～ が先行しない", aOar 6alika an～"そ 錯 果は～である", ba?da

an～"～ の後で" cf.?arafa anna～"～ と筋")。 こ の 場 合anに 導 か れ る 出 来 事 内 容 は 、 動

名 詞 に 置 き か え る こ と が で き る 。

(63)ba?da an      m蚯a   zand           (63')ba?da marot zand

  ～後で   ～ということの 死ぬ3単男P ザイドが (ザイドが死んだ後で)     ～後で   死の   ザイドの (ザイドの死の後で)

 (62)でqad Pが 不 適切 な のは 、 結果 状態 や話 者 の視点 ・態度 がqad Pの 意 味 に含 ま

れ るので 、そ れ を動 名詞 に置 き か える ことがで きな いた めで あ ろ う。

 こ れ を 用 い て 、 名 詞 の 対 格 に 由 来 す る 接 続 詞 が 導 く 時 間 副 詞 節 にqad Pが 現 れ な

い 理 由 を 説 明 で き る 。 ア ラ ビ ア 語 で は 、 名 詞 は そ の 直 後 の 属 格 名 詞 に よ っ て 限 定 修

飾 で き る(iD蘿aと 呼 ぶ)。[N、 N,(騰 形)]"N,のN1"例s�?a 6ahabin時 計 金の(属格形)→

"鏘 計"
。 前 の 名 詞 が 時 を 表 す 語 の 場 合 、 後 の 名 詞 が 節 で あ る こ と も 可 能(64)で 、 さ

ら に 前 の 名 詞 を 対 格 に す れ ば 時 間 副 詞 節 と な る(64')。

(64)Hin  wulida           (64')Hina   wul冝a

  時    生む3単男P受  (彼が生まれた時)       時に(対格形) 生む3単男P受 (彼が生まれた時に)

 蓜畴a構 造 に由来す る時 間副 詞節 で は、 接 続詞 の後 に くる節 は動 名詞 に置 きか え

られ る もの で なけれ ばな らな い。Qad Pは 動 名詞 で表 せ ない意 味 を含む ので 時 間副

詞 節 に現 れ る こ とが な いので あ る。

 anna節 な どか らわ か るよ うに、 Pとqad Pの 区別 は語 り手 の表 現態 度(出 来 事 の列

挙 か出来 事 を話者 の視 点 を通 した ものか)に 関 わ つて いて 、Pよ り もqad Pが 「現 在

完 了」 を明示 す る とい うた ぐいの もので な い。 この点 で補助 動 詞k蚣aを もつ複 合 形

が 時制 を明示 す るの と異な る。 ア ラ ビア語の 「現在 完 了Jは 時 制寄 りの もの で はな

く、語用 論 的な もの であ る。次 節で は語 りの テ クス トを利用 し、テ クス トレベル で

qadの 機能 や 両形 式の違 いを検 討 す る。

6,テ ク ス ト レ ベ ル に お け るPとqadPの 機 能 の 違 い

6.1.語 り の テ ク ス ト に よ るPとqad Pの 分 析

 従 来 の 記 述 で は 、 語 り の テ ク ス ト に お い てPはForeground、 そ れ 以 外 の3形(qad

P,k蚣a P, k蚣a qad P)はBackgroundの 機 能 を 示 す と 説 明 し て い る(Holes 1994:

190,Wrightで は 、 Pは 歴 史 的 過 去, qad PはH�1と 記 述(1898:1,5)、 McCarusで はP
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は 語 り の テ ン ス,qad Pはperfectと 記 述(1976:3)な ど)。 し か し 実 際 に テ ク ス ト を

検 討 す る と 、Pもqad Pも 共 にForegroundを 表 す こ と も あ れ ば ・Backgroundを 表 す こ

と も あ り 、 両 形 式 の 違 い はFore-/Backgroundの 対 立 で 説 明 で き る も の で は な い 。

(65)テ ク ス ト1(M2:42)

 ペルシャの王,フルムズ・プン・キスラーは公正な王だった(P)。 民の権利を定め(P)、 カのある者に

穏厳しく対し(P)、 弱い者を力のある者の支配から守った(P)。

 王は不正を受けた者が訴えを書wて入れるように、城の側に箱を設置することを命じた(qad P)。そし

て箱を王自身で開けていた(k蚣a IP),

 また、その端が王座の傍にある長い紐を城の外に出すようにしたのもこの王である(IP)。 それで不正を受

けた者が来ては紐を引っ張つて鈴を鳴らし(k蚣a IP)、 王はその者を連れてくるよう命じ(IP)、 訴え

を聴いていた(IP)。

 一頭の痩せたロバが王宮の傍を通りかかったということがあった(qad P)。 ロバは紐をくわえて首を振

った(P)。すると王は不正を受けた者を連れて来るよう命じた(P)。番兵は戻ってきて(P)・ 一

段落冒頭

P

qadP

IP

qad P

テクスト耨造・内容

オリエンテーション1

(王の人柄と業績〉

オリエンテーション2

(具体的なﾘ策1)

オリエンテーション3

(具体的な施策2)

一連の中心的出来事

 (65)で 、Pは オ リ エ ン テ ー シ ョ ン1と 中 心 的 出 来 事 で 用 い ら れ 、 そ れ ぞ れBack― と

Foregroundの 機 能 を 表 し て い る 。 qad Pも オ リ エ ン テ ー シ ョ ン2と 中 心 的 出 来 事 に

用 い ら れ て 、 そ れ ぞ れBack― とForegroundの 機 能 を 示 し て い る 。 Foregroundの 定 義

は 一 様 で は な く 、 中 心 的 で 展 開 的 な も の や 、 時 間 的 に 連 続 す る も の な ど が 挙 げ ら れ

て い る くFleischman l985)が 、 Pとqad PのForegroundの 違 い は 、 qad Pの 方 に 時 間 的

な 連 続 性 が 欠 け て い る こ と で あ る 。qad Pで 中 心 的 出 来 事 を 表 す 場 合 、 常 に 一 連 の

出 来 事 の 最 初 の も の に 用 い ら れ 、 そ の 後 の 連 続 的 な 出 来 事 はPで 表 さ れ る 。 2番 目

以 降 のPがqadの 省 略 さ れ た も の で は な い 証 拠 に 、 qad Pは 時 間 的 連 続 を 示 す 接 続 詞

Summa"そ れからく英齣theh臨 当)"の 後 に は 用 い ら れ な い 。

(66)aqbalat ?al� al-mir'� e魏餓皿a maddat/*gad maddat aS畸i?―h� i1� ∫a?r-h�.

近付く3単女P ～に   定 ―鏡     それから  伸ばす3単女P           指を 複  ―彼女の～へ  髪   一彼女の

(彼女は鏡に近付いた。それから手を髪の方にやった。)

 また、時 間的 連続 と因果 関係 の2つ の意 味 を表 す接 続詞fa(英 齣soに構)は 、 Pと 共

に使わ れ る と前 者 の意味("そ して")にな り、qad Pと 一緒 の場 合後 者(㌦ というのは")を意 味

する。 これ もqad Pの 機能 に時間 的連続 性 がな い ことを表 して いる。 なお 、 Pは 接続

詞faと 共 に使 わ れ る場合 、主 語 の転換 を示 す ことが多 い。 よ り中立 的な接 続 には 、

wa"そしで(英語のandに構)を 用 い る。

 (65)で 段落 冒頭 に現 れ る形 式 とテ クス トの構 造 ・内容 を付 記 したが 、 段 落 冒頭位

置は本 稿の分 析 に重要 で あ る。段 落 は書 き 手 によ って恣 意的 に区切 られ る点で 、書

き手 の(恣 意 的な)視 点 の反 映 であ るが 、他 方 、段落 は ひ とま とま りの 主題構 造 を も

ち(Giv6血1984:245)、 (65)に み るよ うに段 落 とい う形 式的 な 区切 りは内容 の 区切

りに対応 して い る。qadPが 段 落 冒頭 に現 れて い る こ とによ って 、 中心的 出来 事 の
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最初 の もの と判 断で きる し、 オ リエ ンテー シ ョン2で 先行 オ リエ ンテ ー シ ョンの 内

容 を具体 的 に言 い替 えて いる と解釈 で きる 。

 さ らに重要 な のは 、qadPが テ クス ト冒頭 に は決 して現れ な い ことで ある18》 。つ

ま りqad Pは 常 に先 行 内容 を必要 と し、 それ に対 して 敷衍 して述べ る場 合 に用 い ら

れ る形式 と仮 定で き る。Pの 方 はテ クス ト冒頭 に現れ る し、先 行 内容 とは時 間 的な

連 続性 で結 び っ いて いる。 qad Pの 先 行 内容 に対 す る関連性 を示す 他 の例 を挙 げる。

(67)テ ク ス ト2(M2:54)

。一 ニュートンが入って来て(P)書 類が灰になってWるのを見た(P)
,しかし,犬にこう言っただけだっ

た(P)。 「ああ、おまえは自分が何をしたかわからないのだ(IP)!」

 それから、ニュートンは、研究に戻った(P)。 その出来事にもう心を煩わせなかった(IPj),そ して、

世界中の学者の問に、彼の記億を留めたさまざまな理論を残したのである(qad P)。

麟 冒頭

P

P

テクスト構造・内容

一連の中心的出来事

(原稿磯 失)

中心的出来事(続き)

結び(qad P)

1

こ こで はqadPが 、テ クス ト全体 の結び の機 能 を果た して い る。 中心 的出来 事 か ら

導か れ る最 終 的結 果 を表 して いる点 で先 行 内容 との関 連性 を示 す。 同時 に、 中心 的

出来 事か ら結 びへ とい うテ クス ト構 造上 の質 的転 換 も表 して いる。(68)は 段 落 冒頭

のqadPが 主題 の転 換 を表 して いる例 で あ る19》。

(68)テ ク ス ト3(W:83)

… 火はランプから化学薬品に燃え移った(P) 。飛んだ火の粉は天井の木材に燃え移った(P)。

エリザベス女王は火事の直後詳しい調査と防火対策を命じた(qadP)。

段落冒頭 テクスト構造・内容

P

qadP

一連の中心的出来事(火事)

中心的出来事(女王の行動)

(68)で は先 行 の火事 の 出来事 に対 し、 qadPは そ の出来 事 の 中に存在 す る別 の参与

者 を新 たな 段落 の主 題 と して 取 りあ げてお り、 「女 王 につ いて言 う と… 」 と書 き

替 え られ る。 これ は文 レベル の主 題一評 言 文 に対 応す る。

 ま た(67)で は、Pに よ って 表 されて い る連 続 的 出来 事 は途 中で 段落 が替 わ って い

る 。連続 的 な 出来 事 は長 いの で、 Pの 場合 で も段 落 の区 切 りや 、 接続詞faに よる主

語 の転換 が見 られ る 。 しか し物 語 り全体 か らみ る とあ くまで 一連 の 出来 事 に属す る。

段 落 冒頭 のqadPに よ る先行 内容 との違 い(転 換)は 主題 に関す る もので あ り、 段 落

冒頭 のPが 示す 先行 内容 との違 いは 、出来 事 の展 開 による もの で あつて 、 先 行 出来

事 か らの時 間 的 ・内容 的連続 性 は保 って い る。

 (65)の オ リエ ンテー シ ョンの場 合 、qad Pに よる転換 は、段 落が かわ る こ とによ

って 示 され て いる が、Pの 方 にはそ のよ うな形 式 的な転 換 の しる しがみ られ な い。

オ リエ ンテ ー シ ョン1に お いて 、王 の人柄 を示 した後そ の業 績 を述 べて いる の は主

題 の転換 にみ えるが 、段 落の 区切 りや 接続 詞faな どの形 式的 な転 換 の表示 が な い こ

とか ら、語 り手 の意 識 内で はひ とま と ま りで ある と思わ れ る。

 以 上、 テ クス ト上のqadPの 機 能 は、前提 の存在 と先 行 内容 との 関連 性 、先 行内

容 か らの転換 が 関わ る こ とを述 べ た。(65)で は、王 の偉 業 を示す オ リエ ンテ ー シ ョ

ン1か らそ の具体 的施 策 のオ リエ ンテ ー シ ョン2へ 、 さ らにそ こか ら語 りの 中心 へ
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転換 して いる・ つ ま りqad Pは ・先 行 内容(前 提)を 必 要 としそ れ に関連 しつつ20)視

点 を転 換 して新 たな側 面 か ら述べ る のに用 い られ る・

 (65)の 中心 的 出来事 へ の導 入 は、一見 先行 内 容 と関連性 が な い。 しか し、前提 の

存在がqad Pに は不可 欠で あ る こ とと・中心 的 出来事 を語 りは じめるPは 時 の表現 を

伴 うの が通常 で あ るの に・qad Pで は通 常・ 時 の表現 を伴 わな い ことか ら、 先行 内

容にqad Pが なん らか の依 存 を して い る と解 釈で き る。

(69)テ ク ス ト4(M2:33)

ルカイヤは子猫を飼っていて(P=k五na)、 とても可愛がっていた(k直naIP)・ 一 。

子猫は大きくなり(P),量 を見ると必ず殺して(P)、 家の中に最がいないようにした(P)。

ある晩(Tadv)、 台所で火事がおきた(P)。 猫は火を見て(P)ル カイヤの部屋に走った(P)一 。

蹄 冒頭

P

P

Tadv+P

テクスト構造・内容

オリエンテーション1

オリエンテーション2

一連の中心的出来事

pに よ って 中心 的出来 事 を表す 場 合、 時 の表現 によって 出来 事が位 置 づ け られ る。

これ は 「時」 が 出来事 認識 の重 要 な土 台 だか らで あ る。qadPの 方 は時 の表現 を伴

わな い ので、 中心 的 出来 事 を認識 す る際 は先行 内容 に依 存 して い る と推測 で き る。

時の表 現 との共 起 の違 い は、文 レベル で 、Pがqad Pよ り時間 副詞 と共 に現 われ る こ

とが多 い事 実 と一致 す る(cf.(26),(26')で は従 属節 の場 合)。 従 って(65)の テ ク ス

トは 、"不 正 を受 けた人 は城 に来 て王 に直 訴 して いた。そ うい う状 況 の 中で、 あ る

とき ロバで さえ もが 王 に訴 えでた(そ して そ の訴 え を聞 き入 れて くれ る ほ ど王 は公

正な人 だ った)"と い うこ とを表 して いる。 これ は、(69)で 猫 が鼠 を捕 まえ てい た こ

とと、 猫が 台所 の火事 に気 づ いた ことの間 に はみ られな いよ うな 関連性 の強 さ を示

して いる。

 なおqad PのBackgroundの 機 能 は、 付 帯状 況や コメ ン トやテ クス トの結び に も現

れ るが 、 いず れ の場合 も先 行 内容 があ りそれ に関 連 して視 点 を転 じる もので あ る。

6,2.qad Pの テ ク ス ト機 能 の 検 討

 ここでは上 の分 析で 導 きだ した [前提 の存在+視 点 の転換(関 連性 保持)]と い う機

能 の有効 性 を検 討 す る。qad Pが テ クス ト冒頭 に現わ れず 、常 に前 提 を必 要 とす る

ことは 、 自身 は前提 にな らな い ことを意 味す る。 こ こで い う前提 は語用論 的 な もの

で、 テ クス ト上の 関連 を もつ先行 内容 や話 者 によ つて聴 者 が知 りうる と想 定 され た

内容 で ある(Giv� 1990:645―46)。

 語用 論 的な 前提 とそれ に続 く関連 した主 張 の くみあわせ で 、文 レベ ルで み られ る

もの に次 の ものが ある が、 これ はqad Pの 頻 出/稀 出環境 に合致 す る。

予測 され る出現環 境例  ([前 提]→[主 張] (qad Pの 例))

[質問]        →[答 え1(40)

[中心 的な 出来 事 ・判 断]→[付 帯 状況 ・説 明 ・根拠](44),(45),H�1節

[譲歩1       →[譲 歩 に続 く帰結](46),(47)
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予測され る出現環境例(続 き)

[条件 文 の前提1   →[条 件文 の帰 結](48)

[言語外 事 実]    →[事 実 に反す る条 件文 の前提}(49)

[主題 の提 示]    →[そ れ に対す る評 言](39),(40),(43)

予測 され る非 出現 環境例 それ 自身 が前提 とな る もの

 [時間副 詞節](50)→ 住 節]

[関 係 節1(51)  →[主 節]

これ に よ り 、qad PがH�1節 に 頻 出 す る こ と を 説 明 で き る 。 §5.3.1でH�1節 の

qad Pの 機能 を従 属 節 を示 す標 識 とい う構造 的 な捉 え方 を したが 、 この機能 は上述

のテ クス ト機能 に 由来す る もので あ る。H�1を 表す も う一つ の形 式k蚌aqadPを テ

クス ト上 の出現 位置 か らみ る と、qad Pと 異な りテ クス ト冒頭 に現わ れる ことがで

き る。 また 先行 内容 と関 連が 無 く、常 にBackgroundと して働 いて い る。文 レベ ルで

は両者 に 「完 了」や 「付 帯状況 描 写」 とい う共通 点 が あるが 、両者 の テクス ト機 能

は全 く異な る。k疣aqadPに 比 べ 、 qadPに よ るH五1節 が主 節 内容 と関連 が深 い こと

は こ こか らも説 明 でき る。 また、qad PのH�1節 で主語(主 題)を 再掲 しない のは主 節

に依存す る度 合 いが 強 いか らで あ る。H�1節 で は先 行 内容 との 転換 は、 Qad自 身 によ

って表 され る。H�1節 と類似 の構 造 ・機能 をもつanna/inna節 で も転換 はqadに よ る。

amm蛛`fa構 造 で は、接 続詞faに よ って転換 が 示 され て い る。 qad Pの 頻 出環 境 に は接

続 詞faが 現れ る ことが非 常 に多 い。

 次 に 、 関 連 性 と い う こ と を 付 加 説 明(例45)と 譲 歩 に 続 く 帰 結 表 現(例46)と い う 頻

出 環 境 か ら 検 討 し て み る 。qad Pの 頻 出 環 境 と 同 じ 意 味 を 、 Pを 用 い た 別 の 表 現 で 表

す こ と が で き る 。

(70) ...                  ≒  (70') ,..w:a― P(た だしqad Pもありうる)

   ～上に   それの  すると                そして

(71) ...                     (71') ...            P(ただしqad Pもありうる)

   ～と共に これ    すると               しかし  / それどころか

 なぜ 同 じ意味 を表 しな が ら(70),(71)で は常 にqad Pを 用 い る のかは 、2っ の 要 因

が関わ つて い る。 まず、 転換 を表 す接続 詞faの 存 在 で ある。 次 に(70),(7Dは 、先

行 内容 を一旦 指 示代 名詞 で再掲 しその後 に(fa)qad Pを 続 け る。 再 掲部 分 はqad P

に対す る主題 とな ってい て、単 に2つ を等価 に並 べ る(70')や 対 比す る(71')の 場 合

よ りも、先行 内容 との結 びっ きは強 くな っ てい る。

 以上 、 文 レベ ル の頻 出環 境 に上述 のqad Pの テ クス ト機 能 をあて はめ て説 明 し、

qadPの 機 能 と前提 、 関連性 、視 点 の転換 との関わ りを示 した。

 と こ ろ で 形 式 の 頻 出/稀 出 の 偏 り に っ い て 、P, qadP, k蚣aP, k蚣aqadPの4

つ の 形 式 の う ち 、qadPとk蚣aPに は 分 布 に 偏 り が み ら れ 、 P, k蚣aqadPで は そ う
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でな い のは、 語 りのテ クス トを用 いて説 明す る と次 のよ うに な る・Pは 過去 の 出来

事 を、k蚣aqadPは 過 去 の状態 を表 して ・物 語 とい う織物 の縦 糸 と横 糸 として模 様

を編 み だす。k蚣aPは よ り古 い 出来事 を生起 した順 に逆 らっ て表現 す る手段 で あ り

(§3.1)、 物語 の構 成法 と して は二 次的 で ある。qad Pは 出来事 の継 起 的な生 起 を述

べ るの ではな く、あ る出来 事 の ある側面 を主 題 として取 り上 げ述 べる ものであ る。

従 って物 語構 成 の不可 欠 な要 素で はな いか ら・そ の 出現環 境 が限定 され る。

6.3,qadPの テ ク ス ト 機 能 の 適 用

 [前 提 の 存 在+視 点 の 転 換(関 連 性 保 持)}の 説 明 は 、 「emphatic mode」 や 「現 在 完

了 」 で 説 明 で き な か つ た §5.1の(35),(36),(37)を 説 明 す る こ と が で き る 。 各 々

に 前 提 と 、 そ れ へ の 関 わ り と 視 点 の 転 換 が み ら れ る 。

(35)buniyat  al-k曻a sana 17 1 i-hijra, wa- gad ban�   一h�  ab� waQq藉...

建てる3単女P受 クーファは  年に     ～に―ヒジュラ暦  そして    建てる3単男P―それを アブー・ワッカースが

(クーファの都市はヒジュラ暦17年 に建てられた。アブー・ワッカースが(2代 目カリフの命により)それを建てた。1:123)

前提:先 行 文:ク ー フ ァの都 市 の建設 とそ の年

視点 の転換=後 続 文のqad P:都 市の建 設 者の名 前

(36)m盍6盒 ?as蛻麌u qad―  ,.ra a ?

  何を   おそらく―彼に     見る3単男P

  ([夕食の席で意気揚揚としていた男が10分後二階で自殺した,原因がわからない友入達にある男が自分の推理を語る。](二階の窓にカーテンは掛かっ

ていませんでした。彼は何かをそこから見たのです。自殺に追い込む何を見たのでしょうか?) [友人達の答え1「彼は何を見たのだろうか?亅R:24)

前 提=先 行 テ ク ス ト:「 自 殺 の 原 因 は 二 階 か ら 何 か を 見 た か ら だ 」

視 点 の 転 換=qadP:「 そ れ で は 一 体 何 を 見 た の だ ろ う か 」

(37)1�?all� al‐z蚌i? gad gaSada  min al‐Gir蚶 an   yaj?ala  s�.

  おそらく    定一農夫は       企てる3単男P ～から 定 ―植物 複  ～ことを 造る3単男IPs 塀を

  ((家の近くの畑には10年ぐらい経ったイチジクの木がある。家はバナナやナツメヤシに囲まれていて、その葉には土埃が見える,)おそらく農夫はそれ

らの木を塀の代わりにしようとしたようだ。Q:30)

前提=先 行 テ クス ト:家 の周 囲 に木が植 わ っ て いて土埃 を被 って いる(描 写)

視 点 の転換=qad P:そ れ らの木 で埃避 けの塀 に しよ う とした よ うだ(推 量)

またlaw節 に現 れ るqad Pも このテ クス ト機能 で説 明で き る。 Nishioは コニ ラ ンの

アラ ビア語 にお け るlaw節 のqadに つ いて、 事実 に反 す るあ り得 な い命題 は聴 者 に大

きな疑 い をお こさせ るの で、 話者 は聴者 が 条件 の前 提部 分 を否定 して 話者 が本 当 に

言 いた い帰結 部分 を否 定す る結果 にな らな い よ う、あ りえな い 出来事 の可能 性 を確

認す る必 要か ら用 いる(1988:333)と 説 明 して いる 。 しか し母 語話者 によ る と、qad

によっ て強 い否定 のニ ュア ンス を感 じる とい う(「 そん な こ とは決 してな いが もし

―」) 。 しか も前提部 の 内容 が 「あ り得 な い 出来事 」 とい うの は、事 実 と反 対 の仮
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定 を 示 すlawに よ っ て 、 文 頭 で 既 に 示 さ れ て い る の で 、 帰 結 部 を 主 張 す る た め にqad

に よ っ て 、 あ え て 前 提 部 の 可 能 性 を 確 認 し た と は 思 え な い 。 本 稿 で 挙 げ た テ ク ス ト

機 能 か らlaw節 のqad Pを み る と 次 の よ う に な る 。

(49)Iaw q旦d一arsa⊥ 旦nafs-hu ma?a Tabi?a―h� la―bak�.

もし      送る3単男P 心を  一彼の ～と共に 自然    ―その 強調 泣く3単男P

([少年は勉学のため故郷を離れるところで、母と別れることやもう遊べないことをとても悲しむ,](…  しかし彼は何も言わなかったし、悲しみを見

せなかった,ただ無理に微笑んだだけだった。)もし、自分の気持ちのおもむくままにしたなら、きっと泣Wただろう。AY:140)

前 提=先 行 テ ク ス ト:と て も 悲 し い 気 持 ち を 抑 え て い る

視 点 の 転 換=1aw節(反 実 仮 想 前 提 部)のqad P:自 分 の 気 持 ち の ま ま に 振 舞 う

law節 に先行 す るテ クス トに(小 説 の)事 実 を明示 す る こ とによ り、 law節 の 内容 との

対 照性 を際 立たせ 非現 実性 を強 く示す 。(qadは 単 に非 現実 性 を強調 して い るの で は

ない。 §5.1で 注 意 した よ うに、qadに よ る強調 は先 行状 況 を伴 う もの であ る。)

 次 の 例 は 、 事 実 に 反 す る 条 件 文 に お い て 非 現 実 性 の 程 度 が 大 き い こ と を 、 過 去 時

制(k蚣a P)に よ つ て 表 し て い る 。(49)と 比 較 す る と 、 qadの 機 能 が 明 ら か で あ る 。

(72)law kunto motto, kunto ?araftu inta f@n.

もし  補1単P  死ぬ1単P  補1単P  知る1単P   お前が  どこに

([行方不明の息子を母親が必死に捜す。](可哀相な子。どこへ行ったのかしら。哀れなお前の母さん!苦労してここまで育てたのに、突然お前を失うな

んて。)もし私が死んだなら、おまえがどこにいるかわかったろうに。CA:34)

前 提=先 行 テ ク ス ト:子 供 が 行 方 不 明 で あ る

視 点 の 転 換=law節(反 実 仮 想 前 提 部)のk蚌a P:私(=母 親)が 死 ぬ

「自分が 死ぬ」 こ とは非 現実 な ことで あるが 、 (49)の よ うにlaw節 の内容 を よ り非

現実 と感 じさせ る事実 の記述 が先 行 テ クス トには無 い。 従 って 同 じ非 現実 で あっ て

も、(49)の 方 が(72)よ り非現 実性 を強 く感 じさせ る。従 ってlaw節 のqad Pの 機 能 を、

Nishioの よ うに[前 提部一帰結 部]の 関 係か らみ るよ り、 先行 テ クス トで示 した 事実

に基づ い て非 現 実 な仮定 へ視 点 を転換 した[先 行 テ クス ト―前 提部]の 関 係21)で と ら

え るのが よ り自然 であ る。

 「現在 完 了」 や 「emphatic mode」 の機能 と、 本 稿で挙 げたテ クス ト機 能 を比較

す る と、前 の2つ に も、 ある状 況や 疑 いな どの 前提 と、現 在 時の結 果状 態や 確 認の

主 張 とい う転換 が存在 す る。 そ してテ クス ト機能 の よ り限定 され た状況(例 え ば会

話)や 限 定 された 機能(過 去 の近 接 化や確 実性 の主 張)を 示す 。 先行研 究 の2つ の機

能 を包含 す る機 能が 「前提+視 点 の転換(関 連 性保 持)」 のテ クス ト機 能 であ る。

 「現在 完 了」 は過去 の事 象 を現在 時か らみる ので 、テ クス トに用 い られ た 場合 、

語 り手 を反 映 した コメ ン トや結 び に用 い られ た り、語 り手 に とって 重要 な過去 の出

来 事 を導 入す る 。 また、段 落 冒頭 位 置へ の 出現 は、書 き手 の視 点 によ る内容 の 区切

りを反映 す る。 「現在完 了」 の このよ うな用 い方 は他 言語 で も見 られ る22)。 「現
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在完 了Jの 談 話 機能 は 、従来 「Current Relevance」 と説 明 され てい るが 、 文 を超

えた レベル の機 能 と関連性 の二点 で 「前提+視 点 の転換(関 連 性保 持)」 と共 通す る。

 ま た 中 国 語 の 「現 在 完 了 」 の 研 究(Li, Thompson and Thompson l982)で 挙 げ ら れ

た 談 話 機 能"Carrent Relevant States"の 具 体 的 な 現 わ れ 一 「変 化 し た 状 態 」 「誤

っ た 仮 定 の 訂 正 」 「こ れ ま で の 進 展 」 「次 に 起 こ る こ と 」 「陳 述 の し め く く りJ―

に は す べ て 「前 提 」 とr転 換 」 が 存 在 し て い る 。

 ま た 次 の 例 か ら テ ク ス ト機 能 が 文 レ ベ ル の 機 能 に 優 越 す る と い え る 。

(73)fa-   q臈 k蚣a 破嚢钁 . amma  h盆6ihi aI― .ra iHa min Qablu.

というのは    補3単男P   嗅ぐ3単男P これを   定 一匂いを   ～から 前に

(というのは、彼は以前この匂いを喫いだことがあったからである。HM:62)

(73)で はqadが2箇 所 に 現 れ て い る 。 前 の 方 は 理 由 を 表 す 接 続 詞faと 結 び つ い た テ

ク ス ト機 能 を も ち 、 後 の 方 は 過 去 完 了 時 制 形 を 構 成 す る 文 レ ベ ル の 機 能(時 制 ・相)

で あ る 。 し か し 、 通 常1つ の 節 の 中 にqadが2度 現 れ る こ と は 稀 で 、1度 だ け 用 い

ら れ る が 、 そ の 場 合qadが 現 れ る の は 前 の 位 置 で あ る 。

(74)fa-   q:�:d k蚣at fakkarat fa- aT虱at   al-tafk叝...

というのは     補3単女P ﾘ考する3単女P そして 長くする3単女P 定 ―熟考を

(というのは、彼女はじっくり長いこと考えたので・-B:19)

文 レベル の機 能 を表すqadが 消 え、テ クス ト機 能 を表すqadが 残 るか ら、 qadに っ い

て はテ クス ト機 能 の方 が文 レベル の機 能 に優越 してい る といえ る23》。

7.複 合形 の構 成素 の順

 §2で 動 詞 の複 合 形形成 の際 に、補助 動詞 や 副詞 が繰 り返 し使 われ る と述べ た が、

その順序 には一定 の規 則 が あ り、 それ に反す る ものは存在 しな い。複 合 形 にお ける

時制 ・相 ・法性 を表 す 要素 は、 次の よ うな順 に並 んで いる と仮定 で きる。

(75) Modality‐Tense‐Aspect‐Lexical Meaning24'

 付 録1の 基 本 形 と 複 合 形 の 体 系 か ら わ か る よ う に 、qadPに 対 しk蛆aqadPが あ

る が 、qad IPに 対 し 、 k蚣a qad IPは 存 在 し な い 。 qad IPは 全 体 で 「現 在 の 推 量 」

を 表 す 。 基 本 形IPは 、 未 完 了 相 ・現 在 時 制 を 表 すAspectとTenseに 関 わ る 要 素 で あ る

か ら 、qad IPのqadはModalityを 表 し 、 qad IPの 構 成 素 の 順 はM―[T,A―LM]と 表 せ

る 。*k蚌a qad IPはk蚌aが 過 去 時 を 指 すTenseの 要 素 な の で 、 こ れ をqad IPに 付 け

加 え てT―M―[T,A-LM]と な る が 、 こ れ は(75)に 反 す る 順 序 で あ る 。 *saーyak佖n

qad IPも 同 様 で 、 sa‐yak佖uは 未 来 を 示 すTenseの 要 素 で あ る 。 す る と*sa-yak佖a

qad IPはT-M―[T,A―LM亅 と 表 す こ と が で き 、 や は り(75)に 反 す る 。 従 っ て(75)の

仮 定 は 正 し い 。

こ れ を 用 い てk疣a qad Pのqadの 機 能 を 分 析 で き る 。 Hassan(1990)は こ の 複 合 形
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の 中のqadは 強調 を表 す(128)と 述 べ、 Bahloul(1994)はk疣a qad Pはk蚣a Pに 比 べ

て話者 の意 図が 表 され てい る(169)と み て いる。 筆者 は複 合形 の 中のqadは 時 制 に関

す る機能 を表す もので、 強調 な ど法的 な機能 は表 さな い と考 え る。確か にk蚣a qad

Pは 出来 事 の結果 状態 を表 す点 で 、話者 の視 点 を反映す るか も しれ な いが 、 小説 の

情 景描写 に頻繁 に使 われ て いるk蚌aqadPに 話者 の意 図 は全 く感 じられ な い。 また、

k蚣a qad Pを 否 定 した場合qadは そ の否 定 の範囲 に入 るの で、 「確 実で あ る こ とを

述 べ る強 調」 の機 能 を もつ といえ ない。

 こ れ を 構 成 素 の 順 序 か ら 示 す こ と が で き る 。Pは 完 了 相 ・過 去 時 制 を 表 すAspect,

Tenseの 要 素 で 、 も しqadの 機 能 を 強 調 と す る とqad=Mと な り 、Qad P全 体 はM―[T, A

―LM]と 表 さ れ る
。 k蛆aは 過 去 を 示 すTenseの 要 素 な の で 、 k蛆a qad P全 体 はT―M―

[T,A-LM]の 順 序 に な り(75)に 反 す る 。 qad Pを 完 了 時 制 と 仮 定 す る と 、 qadはPと 共

に 時 制 と 相 を 表 す の でqad Pは[T, A-LM]と な る 。 こ れ にtr蚣aを 付 加 す る とT―[T, A

―LM】 と い う 順 序 に な る が 、 こ れ は(75)に 反 し な い 。

8.ま と め

Pと そ の 複 合 形qadP, k蚣aP, k疣aQadPに 関 す る 考 察 を 簡 単 に ま と め る 。

(1)複 合 形 は 、 そ の 構 成 素 が 必 ずModality-Tense‐Aspect-Lexical Meaningの 順

 に並ぶ 。(§7)複 合 形の意 味 は構成 的(compositional)で あ る。

(2)文 レベ ルで は基 本形 と複 合形 は時 間指示 上重 複 して いる よ うにみえ るが 、 テク

 ス トレベル で は機 能 の対立 が 明 らか で ある。

(3)主 節でPは 過 去 時制 を示す 。k瀟aが 付加 した 形式 はr前 過去 』に対応 した、 よ り

古 い 出来 事 を、 そ の生起 した順 に逆 らつて述 べ る場 合 に用 い る。 また 、直 示 的な

1・2人 称 によ ってPが 現 在完 了に解釈 され るお それ の ある場 合 に用 いて、 『前 過

去 』また は 『過去 』の事 象 を表す 。k蚣aPは 『前過 去 』の 出来事 を、 k疣aqadP

は 『前過去 』の 出来事 とr過 去 』にお け る結果状 態 を表す ので 、 k蚣aqadPが

k蚣aPの 代わ りに用 い られ る こ とが多 い。(§3.1)

(4)関 係 節 ではそ の形 容詞 的機能 の ため 、Pは 過去 の特 定時 に起 こった出来 事(=時 制

 に関与)を 表す の ではな く、完 了相 だ け を表 す ことが あ る。 この場 合のPの 時間 的

 解釈 は主 節 を基 準 に して 行な う。 また 自由関係節 は その 内容 を名詞 に置 き かえ ら

 れ る場 合 が多 く、そ の とき は時制 を表 さな い。時 間 副詞節 な どによって 自由関 係

節の内 容が 過去 の 出来 事 であ る ことが 明 らか な場合 はk蚣aを 付 加す る。(§3―2)

(5)qadPとk蚣aqadPは 共 に過去 の 付帯状況 描 写 の機 能 をもつ 。 k蚌aqadPは 、先

 行 文よ り常 に時 間 的に古 い出来 事 の状態 を表 し、先 行 内容 と関連性 が弱 い。 qad

 Pは 、 先行 文 に時間 的 に先 行 ・同時 ・後続 の 出来事 を表 し、先 行 内容 と関連 性 が強

 い。(§4)
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(6)文 レベルで はPもqad Pも 共 に 「過 去 時制」 「現在完 了時制 」 を表す 。(§5)

qad Pが 関係 節や 時 間副詞 節 に現 われ な いの は、 qad Pが それ らと同 じ意 味 ・機 能

を表 し、接続 詞 代わ りに従属 節 を示す 標識 に な ってい るか らで ある 。(§5.3.D

また 時 間副 詞節 がiD蘿a(名 詞 の連 続 にお け る後続 名詞 によ る先行 名 詞の修 飾)構

造 に基づ く場 合 、接 続詞 に導 かれ る節 はそ の 内容が 動名 詞 に置 きか え られ る よ う

な、話者 の判 断 を含 まな い 出来事 の陳 述で な けれ ばな らな い。qad Pは 出来事 へ

の話者 の視 点や判 断 を意 味 に含 むの で動名 詞 に置 きか えで きな いた め、 この種 の

時 間副詞 節 に現れ な い。(§5.3.2)

(7)H�1節 と似 た構造 と機 能 か ら、qad Pがanna/inna節 や主 題―評言 文 に頻 出す る こ

 と を説 明で き る。 〈§5,3.2) この説 明 の土 台 で あるH�1節 へ の頻 出 は、テ ク ス ト

 レベル の機能 「前提+視 点 の 転換(関 連 性保持)」 によっ て説 明で きる 。(§6.2)

(8)テ クス トレベル で はPとqad Pの 対 立 が明確 に な るが 、 Fore―/Backgroundの 対立

 で はな い。ForegroundのPは 時 間的 に連 続 した 出来事 を表す が 、 Foregroundのqad

Pに は時 間的連 続 性 はな く、 中心的 出来 事の最 初 の ものだ け を表す 。qad Pは 常 に

先行 内容 を必 要 とし、それ に関連 しな が ら視 点 を転換 して新 たな主 題で 事象 を述

べ る。Backgroundのqad Pは 付 帯状 況や コ メ ン ト ・結 び を表す が 、 この場合 も前

提や 関連性 、視 点 の転換 と いう特徴 を保 持 して いる。 「前提+視 点 の転換(関 連 性

保持)」 がqad Pの テ クス ト機能 で ある。(§6.D PとqadPの 機能 の違 いは テ ク

 ス ト的な もので 、qad PがPの 意 味 を明示 す る とい うもので は な い。(§5.3.2)

(9)機 能 の適 用 され る状況 の 範 囲や 説 明の有効 性 か ら、 「前提+視 点 の転換(関 連 性

 保持)」 ⊃ 「現 在完 了」,「emphatic mode」 で ある。(§6.3)

[転 写1(IPAの 表 記 と は 異 な る も の)

[T]歯 茎 無 声 閉 鎖 軟 口 蓋 化 音,[D]歯 茎 有 声 閉 鎖 軟 口 蓋i化 音,[S]歯 茎 無 声 摩 擦 軟 口 蓋

化 音,[Z]歯 茎 有 声 摩 擦 軟 口 蓋 化 音,[x]口 蓋 垂 無 声 摩 擦 音,[G]口 蓋 垂 有 声 摩 擦 音,

[田 咽 頭 無 声 摩 擦 音,[?1咽 頭 有 声 摩 擦 音,C]声 門 閉 鎖 音

[記 号 ・略 号]

φ:ゼ ロ,ゼ ロ 形 態 の 関 係 代 名 詞, a〈b:aはbに 時 間 的 に 先 行 す る,

零:非 文 法 的
,△:容 認 度 が 低 い,○:適 格,―:表 記 上 の 連 続

単:単 数,双:双 数,複:複 数,男:男 性,女:女 性,受:受 動 態,定:定 冠 詞,

関 代:関 係 代 名 詞,補:補 助 動 詞, P:"完 了 形",IP:"未 完 了 形", s:接 続 法, j:希 求

法,E:Event, lit.:Iiterally, NニNoun:名 詞, prep.=preposition:前 置 詞,

RP=Relative Pronoun:関 係 代 名 詞, S=Subject:主 語, Tadv.=Temporal adverb:時 間

副 詞

な お 、 例 文 の 名 詞 は 必 要 の 無 い 限 り格 表 示 を 省 い て あ る 。
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付録1 動詞の基本形と複合形の体系
■

基本形 複 合 形
―

動詞/副詞+基 本形 動詞+副詞/副詞+動詞+基 本形 副詞+動詞+副詞+基 本形
尸-― ― 「

IPk盆naIP(過 去未完了相)sa-yak血nuIP(未 来未完了梱)

sa―IP(未 来)kanasa-IP(遇 去未来)

qadIP(蓋 然性・現在・未完了相)(1adk盞nasa-IP(彊 謂。過去未来)

,猛 、P(過 去完了相)、a-y、k、 、uP(未 来完了相)
l

lqadP(現 在完了)kanaqadP(過 去完了)sa―yak血nuqadP(未 来完了)

qadP(強 調・過去・完了相)yak血nuqadP(蓋 然姓・過去。完了相)

注)sa一 の位 置 にはsawfaも 可 能で あ る。括 弧 内 は理論 的 に合成 され た意 味で 、 IP, P

の複 合形 の最 下段 は法性 の意 味 を示 す。 また 、yak�u qad Pは 、 yak血nuがsa― と結

合 しない 場合 で、 前 に疑 問詞 を伴 った り.推 量 を表す 語 の後 に続 く接続 詞anに 導か

れて接 続 法yak佖aと な つて 、過去 の可能 性 を表す 。

註

1.本 稿で 参照 した 先行研 究 は主 に会 話 を扱 った もの で あるた めか 、 文 を越 え た レ

ベル の機 能 を談 話機 能 と表現 して いる。本 稿 の分析 は書か れた ものに基 づ くので 、

テ クス ト機 能 と呼 んで いるが 、特 に厳 密 な 区別 は しな い。

2."口 語"を 話 す者 が 、書 き言葉 的な"現 代 ア ラ ビア語"を 正 確 に使 えな い、 或 いは

喋れ ない 場合 があ る。 文法 的正確 さが学歴 に比例す る ことか ら、規 範的 ・人 工的 で

母語話者 によ る内 省の有効 性 や研 究対 象 として の価 値 を疑 問視 す るむ きも あるが 、

筆 者 は次 の点か ら研 究対 象 と して の価 値 を認 め る。① 正 確 に使 用で きな いの は、 音

韻 ・形態 とい う言語 固有 の現 象で あ る ことが多 い。 時 制や相 は 一般 的認知 に関わ る

ので、話 者 の内省 が可能 であ る度 合 いが高 い。② 本来 規 範的 で あ った として も日常

で使 われ て い くう ちに変化 が生 ず る。現 代 ア ラ ビア語 には ジ ャーナ リズム の文体 と

呼 ばれ るn反 規 範 的"な 用法 が ある。

3.個 人差 の問題 を避 け るため に3人 の20代 の 留学生 に依 頼 した 。 エ ジ プ ト人男性

と女 性各1名 、サ ウジア ラ ビア人男 性1名 で ある。筆 者 の些 末 な質 問に対す る親切

と忍 耐 に感謝 を表 す る。誤 りが あれ ば 、筆者 の 不十分 な 分析 に よる もので あ る。

4.IPの 完 了相 ・未 来的 用法 の現在 時 制 の例 を示す 。近 未来 しか表 せな いの で未 来時

制 ではな い。

例varli?u il蘆il蘚-hi Gadan/*ba?da?i rin sa血a.

 戻る3単男IP ～へ  故郷   ―彼の 明日     ～援    20     年      (彼は明日/20年後故郷へ戻ってくるだろう)

5.完 了(perfect)は 事 象 の 終 わ り と そ の 事 象 を 見 る 時 間 区 間 の 始 ま り の 間 にgapが

あ る 構 造 を も つ 。gapが 極 め て 小 さ い と き 、 完 了 相 と の 区 別 は 曖 昧 に な る 。
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完 了 相:     [―- 1 (一:事 象,[】:事 象 を 見 る 時 間 区 間)

完 了: 一―一 ←gaP→[ 】   (Klein, W・1994・Time⊥L幽 ・P・109)

6.wa―11乕i"挫 誓っで な ど の 誓 い の 言 葉 はqadと 動 詞 の 間 に 位 置 す る 。 こ の 場 合 だ け

qadの 位 置 は 動 詞 の 直 前 に な ら な い 。

7.Bahloul(1994)はqadをATM categoryで あ る と 述 べ て い る(160)。(AニAspect,

T=Tense or Taxis(Relative Tense), M=Modality)

8.r』 は 時(Time)の 区 分 を 表 す も の で 、 特 に 時 の 区 分 と い う こ と を 明 示 し た い 場

合 に 用 い て い る 。 「 」 は 時 制 ま た は 機 能 を 表 す 。

g。 例 え ば 、 次 の 文 の 関 係 節 は 制 限 的 に も 非 制 限 的 に も 解 釈 さ れ る 。

例?inda-hu ibn蚣φaSbaH薺ab兊ayn.

～に   一彼  息子 双  関代 なる3双男P 医者に 双

制 限 的 解 釈:彼 には瀦 になった息子が二人いる。(医者以劒 息子もいる。)

非 制 限 的 解 釈:彼 に臆 子が二人いて、二人とも醋 である。億 子は二人だけである.)

10.た だ し 例(21)の よ う に 、qad Pも 主 節 と 異 な る 主 語 を も つ こ と は 可 能 で あ る 。

11.語 彙 ア ス ペ ク ト の 違 い に よ っ て 現 在 完 了 の 用 法 の 解 釈 が 異 な る 。 到 達 点 を も っ

動 的 な 動 詞 句 で 、 そ の 結 果 状 態 も 意 味 に 含 む も の は 「結 果 」 「近 接 過 去 」 「経 験 」

に 、 到 達 点 を も っ が 結 果 状 態 を 含 ま な い 動 的 な 動 詞 句 は 「近 接 過 去 」 「経 験 」 に 、

到 達 点 を も た な い 動 的 な 動 詞 句 、 特 に 知 覚 動 詞 は 「経 験 」 に 解 釈 さ れ る 。

12.qadPは 後 に 明 ら か に な る よ う に 、 先 行 内 容 を 必 要 と す る の で 単 文 レ ベ ル で は や

や 不 自 然 で あ る 。 強 調 の 副 詞laがqad Pに く み あ わ さ っ た も の は 先 行 内 容 を 必 要 と

し な い の で 、 単 文 で は 最 も 自 然 に 響 く 。

13.NishioもDahl&Talmoudiも 、 強 調 の 根 拠 は 話 者 側 に 十 分 な 証 拠 が あ る こ と と し

て い る 。Nishioはqadを 推 量 一 般 を 表 すepistemic modalに 属 す る も の と み な し て い

る 。 し か し 、 強 調 す る 際 に 根 拠 に 関 与 す る 度 合 い が 強 い の で 、 筆 者 に はqadPの 機

能 はepistemological modalに 属 す る と し た ほ う が よ い と 思 わ れ る 。 epistemologi-

cal modalはexperimentalを 表 し た り 、 心 理 動 詞 の 補 文 に 現 れ る 。 従 っ てqad Pが 経

験 を 表 し た り 心 理 動 詞 の 補 文 に 頻 出 す る の は 、 こ のepistemological modalか ら 説

明 で き る 。(cf. Chung, Sandra&Alan Timberlake 1985."Tense, Aspect, and

Mood." In Lan ua e T  oIo   and S ntactic Descri tion. Vol.3― P.244-46)

14.否 定 疑 問 文 にqadが 用 い ら れ る 場 合 、 qadは 聴 者 に 命 題 の 確 実 さ を 再 確 認 す る も

の な の で(emphatic mode」 の 説 明 に 反 し な い(Nishio 1988337:註24)。

例a-lansa al-nabiy gad m蚯a?

  疑問詞 否定    定 ―預言者が      死ぬ3単男P  (預言者は死んだのではないのか?)

15.形 式の意 味 は語彙 の意 味 に優越 し、 統語 的 な意 味 は形式 の意 味 に優 越す る。 前

者 の例 は 、 例 えば英 語でstateの 事象 を表す 語 が進行 形 で現わ れ て一時 的 な状態 や
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経 過 を 表 す 。 例Today she is bein beautiful.;1'munderstanding you. 統 語

的 な 意 味 が 形 式 の 意 味 に 優 越 す る 例 は 、 過 去 時 制 形 が 伝 達 動 詞 の 補 文 の 位 置 で 時 制

の 一 致 に よ り 過 去 完 了 形 に な る こ と が 挙 げ ら れ る 。

16.古 い 時 代 の ア ラ ビ ア 語(ancient Arabic)の 関 係 節 は 、 統 語 的 な 標 識 無 し に 被 修

飾 の 文 の 後 に 並 置 す る 構 造 で 、 機 能 の 似 たH�1節 と 構 造 的 に 必 ず し も 違 い が あ つ た

わ け で は な い 。 文 法 規 則 が 発 達 し て 限 定 の 先 行 詞 の 場 合 に 関 係 代 名 詞 を 用 い る よ う

に な っ て か ら 、 両 者 の 区 別 が 意 味 上 も 明 ら か に な っ て き た(Beeston 1970:90)。

17.接 続 詞anは 主 節 の 動 詞 が 判 断 な ど を 表 す 心 理 動 詞 の 場 合 に も 用 い ら れ る が 、 そ

の と き は 、an節 にqad Pの 形 式 が 現 れ る こ と が 多 い 。

18.筆 者 の 集 め た デ ー タ に はqad Pが テ ク ス ト 冒 頭 に 現 れ た も の は な か っ た 。 イ ン フ

ォ ー マ ン ト の サ ウ ジ ア ラ ビ ア 人 と エ ジ プ ト人 女 性 はqad Pが テ ク ス ト 冒 頭 に 現 れ な

い と 述 べ た 。 た だ し 、 エ ジ プ ト人 男 性 は 出 現 す る 可 能 性 が あ る と 答 え た が 、 具 体 的

な 例 は 示 さ な か っ た 。 qadPの 強 調 の 機 能 か ら 考 え て も 、 疑 い な ど 先 立 つ 状 況 を 必

要 と す る の で 、qadが テ ク ス ト 冒 頭 に 現 れ な い の は 妥 当 性 が あ る 。 た だ し 強 調 の 副

詞laを 伴 うla―qad Pは 、 前 提 を 必 要 と し な い(本 論 例(27)と 註12)の で テ ク ス ト 冒 頭

に く る 可 能 性 が あ る 。

19.ﾘ語 で は 、 そ の 現 在 完 了 の 語 用 論 的 な 機 能 を 局 面 転 換(phase‐change)と 指 摘 し

た 研 究 が あ る 。(毛 利 可 信 『英 語 の 語 用 論 』 大 修 館 書 店1980年p.220)

20.Bahloulは 、 qad Pが 常 に 等 位 接 続 詞wa, faと 共 に 現 わ れ る と 述 べ て い る(1994:

150)。 先 行 内 容 と の 関 連 性 がqad Pに よ る の で は な く 、 こ れ ら の 接 続 詞 に 基 づ く 可

能 性 が あ る が 、 実 際 の デ ー タ で は 、 意 味 上 さ ほ ど 関 連 が 無 く て も 接 続 詞waを 用 い た

り(例1)、 関 連 が あ っ て もqad Pだ け で 現 わ れ る(例2)こ と が あ る の で 、 関 連 性 はqad

P自 身 の 機 能 と 考 え ら れ る 。(次 の 例 文 中 の"」"は 段 落 区 切 り を 示 す)

例1… 驢 たちを捜してきょろきょろしながら歩いた(P)・ 一 」 ああベイルートの冬ときたら喃 は止むご撫 く齣 注ぎ(IP)、 まるで神が天の

扉を空けて(IP)錠 を壊している(IP)か のようだ!」 小屋に戻る時刻は過ぎた(wa qad P)。 一(A:24)

例2一 俄 跣々 肋 後を辿っているのだろうか.それともその足齢 ら繰 ているのだろうか.かって我々 に対して訪 れていたことは今も当てはまるだろ

うか(IP)。 」 我々 は優雅な言い回しを愛する(q幽)が 、先祖は偉大な行いや行為の誠実さを愛した(P)。 ・一(M1:90)

21.別 のlaw節 のqad Pの 例 も 全 く 同 じで あ る 。

例wa― 樋w gad fa?ala yawman min al-ayy蚓, la-k疣at li―1-Sabiy qiSSa

 そして もし     する3単男P 日に    ～から 定 一日 複   強調 ～である3単女P ～に一定一少年   物語は

ka‐   qiSSa‐hi ma?a s侔a al‐sn?ar�' aw  saba'a...

～のような一物語   一彼の ～と共に 章    定 一詩人の 複   或いは サバアの

([ある本を学んでいた少年が勉強しなくなる](父は息子に暗記したことを言わせて安心し、息子が自分を欺いてるのに気付かなかった,一度でもその本を開い

て、息子が暗唱しているのと比べなかったのは不思謹である,)もしある日彼がそうしたら、コーランの詩人たちの章やサバアの章のようなことが少年に起こった

ろう。AY:76―77>
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前提=先 行 テ クス ト:父 は安 心 して し まい、息 子 の暗唱 を本 と比 べな い

視 点の転 換=law節 のQad P:父 が本 を開 けて息 子 の暗唱 と比 べ る

22.英 語 で は 現 在 完 了 が ニ ュ ー ス の ヘ ッ ド ラ イ ン に 使 用 さ れ 最 近 の 重 要 な 出 来 事 を

表 す(Schaventer(1994)-Hot News'and the Grammaticalization of'Perfect∵

Lin�stics 32.995-1028.)。 口 語 ドイ ッ 語 で は 、 現 在 完 了 は 時 間 的 に 不 連 続 的 な

節 で 使 用 さ れ 、 語 り の 最 初 の ア ブ ス ト ラ ク トや 一 連 の 出 来 事 の 最 初 に 用 い る(San―

torini(1985). Myhill lohn.1992. Typological Discourse Analysis.に よ る)。

23.qadが1っ の 節 で2度 現 れ る 可 能 性 の あ る 他 の 場 合 は 、 複 合 形qad yak佖u qad P

(過 去 の 事 象 に 対 す る 推 量)で あ る 。 こ の 場 合 も 必 ず 現 れ る の は 前 のqadで あ る 。

例1wa一 煙麗  ay k蚣u h五6盒al‐ism硅ad ustubdila bi-Gayr―hi―

そして     補3単男IP これは  定 ―名前は    変える3単男P受  ～に一以外  一それ

(この名は別のものに変えられたかもしれない。CA:6)

例2fa―q:臈 ay k佖u a1-burk疣ﾘ蚌a  min jad禔.

  だから     補3単男IP 定 一火山が    噴火する3単男P ～から 新しい  (火山が新たに墳火したのかもしれなW。 CA:14)

24.Comrieは 動 詞 複 合 形 内 の 構 成 素 の 順 をTense-Mood-Aspect-Lexical Verbと し て

お り 、 筆 者 の 仮 定 し た 順 序 と で はTenseとMood/Modalityが 逆 で あ る 。 Cowrieは 未 来

を 表 すsa-yakGnuを 時 制 と は 考 え ずMoodで あ る と し 、 他 言 語(英 語 や ギ ヤ ナ ク レ オ ー

ル な ど)に も あ て は ま る 順 序 に ま と め て い る("On the Importance of Arabic for

General Linguistic Theory."  In Perspectives on Arabic Linguisti輳. Vo1.3.

1986.P.12)が 、 筆 者 は 未 来 を 時 制 と 考 え て い る た め 上 に 述 べ た よ う な 違 い が 生 じ

る 。ModalityをTenseの 前 に す る こ と で 、 本 稿 で 示 す よ う にk蛆a qad Pの 中 のqadが

強 調 を 表 さ な い こ と や 、 補 助 動 詞k蚣aの 前 の 、 テ ク ス ト的 な 機 能 を 示 すqad(cf.例

(73))を 、 話 者 の 態 度 を 表 す も の と し てModalityに 含 め て 扱 う こ と が で き る 。
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例 文 の 出 典(略 号=出 典(著 者,頁 数,出 版 年))

I小 説!

A=a1-a?raj(tawfiq ?aww蘚, p.19, 1971)

AY=aI‐ayy蚓(Taha Husayn, p.152, 1958)

B=bid蠣a wa nih蠣a(Nagib MaHfBZ, p.373, 1985)
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 CA=Contemporary Arabic Readers (p. 93, n. d. ) 

H=Hayat i (aHmad amin, p. 150IT, 1959) 

HM=Harib min al-mawt (?abd al-?aj i l i, p.19, 1974) 

J=jarima fi giTar al-Sarq(Christie, p.207, n.d.)

M=al-muTila?a, al-?arabiyya (Vol. 1 P. 220, Vol 2 p. 133, Vol 3 p. 122, 1940)

MT=al-mu?tazila(Taha Husayn, p.17, 1971) 

MW=ma wara' a al-nahr (Taha Husayn, p.111, 1986) 

Q=giSSa lam tatimma(muHammad ?abd allah, p.203, 1970) 

QM=qiSSa al-madinatayn(Dickens, p.477, 1982) 

R=al-rajul al-GamiD(Christie, p.176, n.d.) 

S=Syntax
~~of Modern Arabic Prose(Cantarino, 3vols., 1974) [5M,43l 

I=17IJWf-Fdu 

K=kitab al-tuHfa al-mulukiya al-dawla al-turkiya (?abd al-Hamid Hamdan,

    p.241, 1987) 

T=fi tárix al-yaman(?abd allah al-HibSi, p.367, 1986)

W=al-wasT No.44(p.88, 1992)

(こん どう とも こ、 博士後 期課 程1年)
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On functional differences between 'Perfect' and compound 'Perfect'

KONDO Tomoko

Summary

       In Modern Standard Arabic, there are four forms which indicate past tense and 

perfective  aspect—P(erfect), qad P, kana P and kana qad P. kana is an auxiliary verb 

which refers to the past, and qad expresses emphasis or approximation of the past to the 

present. The compounding elements are used repeatedly in the order of [Modality-Tense-

Aspect-Lexical Meaning]. Although overlap of meanings and of functions is found between 

these four forms on a clause level, their functional differences appear explicit on a text level. 

kana P depicts before-past events, while kana qad P refers to resultant states in the past as 

well as before-past events. To add kana makes the compounds refer to before-past or past 

events more clearly than P does: they are used for events which are not presented in the same 

order as they occur in reality, or for preventing P of 1st or 2nd person from being interpreted 

not as past tense, but as present perfect, because of the deictic meaning of the person. In 

relative clauses, kana is added under another condition. When a relative clause functions 

more restrictively, the P in the clause has only the aspectual meaning, and past tense should 

be expressed by adding kana. As for P and qad P, both of them refer to past tense as well as 

present perfect tense in a clause, though qad P seems to express present perfect more clearly 

by itself than P does. However, the function of qad is not clarifying one, and it is concerned 

with textual functions. In texts, P depicts events sequentially, while qad P counter-

sequentially, and the latter always needs presupposition, turns a previous viewpoint to 

another, and submits a new, but relevant topic to the presupposition. The change of a 

viewpoint is expressed formally, for example, by a conjunction fa, or by a new paragraph, or 

by fixed constructions like Hal and inna/anna clauses. This textual function includes the 

function of emphasis and present perfect. The distribution of qad P in clauses is biased, 

and the frequency in Hal or topic-comment constructions is concerned with the textual 

function. As for the rare appearance in relative and time adverbial clauses, it is associated 

with grammatical constraints on a clause level, and qad functions as a subordinating marker.
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